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SFCバイオプログラムの流れ

SFCバイオにでかけよう。

SPECIALS

SFCバイオは世界を変える特集

　１つのキャンパスで横断的に様々な分野を学ぶことができる SFC。その中でも、大きな研究分野
として挙げられる「バイオ」は多くの学生が専門とし、現在世界的な研究成果をあげている SFC の
卒業生もいる。そんな SFCバイオだが、実は SFC以外にも学べるキャンパスが山形県鶴岡市にあり、
その中心が先端生命科学研究所である。我々編集部は、鶴岡へ足を運び、取材を行った。SFC と先
端生命科学研究所、2つのキャンパスで学べる SFCバイオの実態を探った。

渡辺 光博（政策・メディア研究科教授）

TTCK (Tsuruoka Town Campus of Keio university)

SFC (Shonan Fujisawa Campus)

編集委員募集（学生）
　KEIO SFC REVIEW は学生主体でつくられている SFC の広報誌です。現在、本誌を編
集する編集委員を募集しています。詳しくは p. 42 をご覧ください。

鶴岡の魅力をすこし紹介

秋山 美紀（環境情報学部教授）

山本 -エヴァンス 楠 ( 政策・メディア研究科修士課程 )

村上 慎之介 ( 政策・メディア研究科特任助教 )

ガリポン・ジョゼフィーヌ ( 政策・メディア研究科特任助教 )

冨田 勝 ( 先端生命科学研究所所長 /環境情報学部教授 )

大学院生の成田さんに聞きました
バイオ系科目履修のすヽめ

Thema Colors
本号では以下の 2 色のテーマ
カラーを設けています。

Tsuruoka BIO Green

Shonan Innovative Blue
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SFC バイオにでかけよう。

鶴岡市役所

旧致道館
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致道博物館

鶴岡南高校鶴岡工業高校

鶴岡公園

センター棟エリア
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7

KEIO UNIVERSITY TSURUOKA TOWN CAMPUS
慶應義塾大学鶴岡タウンキャンパス / 先端生命科学研究所（先端研）
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鶴岡中央高校

バイオラボ棟エリア

1：センター棟
（致道ライブラリー /からだ館）
2：滞在施設 /研修棟
A：バイオラボ棟
B：鶴岡市先端研究産業支援センター
C：Spiber 株式会社
D：ショウナイホテル・スイデンテラス
E：キッズドーム ソライ
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Media Center

学生ラウンジ

鴨池

地図で眺める SFC バイオ
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　先端生命科学研究所の実験施設をはじ
め、研究所発のベンチャー企業の本社など
がある鶴岡タウンキャンパス。キャンパス
は事務室や産学連携施設、市民へ健康情報
を提供する「からだ館」および滞在・研修
施設で成る「センター棟」と、ベンチャー
企業の本社に囲まれサイエンスパークと呼
ばれる場所に位置する実験・研究施設中心
の「バイオラボ棟」に大きく分かれている。

JR 羽越本線

鶴岡駅

N

200M

Biological Laboratories
バイオラボ棟エリア

青
龍
寺
川

センター棟エリア

�����

先端生命科学研究所のバイオラボ棟
や、研究所発ベンチャー企業が所在
している。

先端生命科学研究所のセンター棟や
滞在施設などがある。

車で

Main Building of TTCK

　バイオの実験・研究施設は鶴岡キャンパ
スだけだと思いがちだが、湘南藤沢キャン
パスにもあることをご存知だろうか。
　2018 年５月にはキャンパス内テニス
コート付近に、元々存在した「ドライコテー
ジ」に加え、「ウェットコテージ」が誕生。
さらに 2017 年にキャンパス脇にできた湘
南慶育病院にも研究施設ができ、さらなる
SFC バイオの発展が期待されている。

鶴岡市中心部と鶴岡タウンキャンパス

鶴岡タウンキャンパス付近 詳細地図 湘南藤沢キャンパス バイオ施設 詳細地図

ν

研究棟
講義棟

厚生棟
鴨池

大学院棟

湘南慶育病院

慶応大学バス停

慶応大学本館前バス停

湘南藤沢中等部・高等部

未来創造塾予定地

Google Maps をもとに編集部が作成

Google Maps をもとに編集部が作成

1: 湘南慶育病院

2: ドライコテージ

3: ウェットコテージ

2000 年 4 月誕生
ドライバイオの実験・研究施設

2017 年誕生
渡辺光博研究会の実験・研究施設

2018 年 5 月誕生
ウェットバイオの実験・研究施設

SFC バイオにでかけよう。

次ページで詳しく
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ショウナイホテル・
スイデンテラス

鶴岡市先端研究産業
支援センター

Spiber 株式会社
本社

先端生命科学研究所
バイオラボ棟

キッズドーム
ソライ

2F

1F

East West
Wellness Studio

1 2

3

4

実験・研究設備

実験・研究設備

実験・研究設備

実験・研究設備

“苗” の中身をのぞいてみました。
バイオラボ棟、4 つの見どころ

3 1

4

研究者がリラックスできる環境

研究所付設託児所

最新の研究機器

SFC との中継によるゼミや授業

19 年前、田んぼだったこの土地に先端生
命科学研究所のバイオラボ棟が建てられ
たのが、鶴岡市のサイエンスパーク、そ
して SFC バイオのはじまりでした。それ
はまさに「種蒔き」のような出来事。以後、
すくすくと育ち、多くの研究機関、企業、
ホテルや子ども施設までが揃うサイエン
スと交流の一大拠点になったのです。

19 年前
田んぼに植えた苗が、
ここまで大きくなりました。

世界最大規模の
メタボローム解析施設が鶴岡に

メタボローム解析で有名な先端生命科学研究所。サイエンスパーク内、鶴岡市先端研究産業支援
センター内にある研究所の施設には、メタボローム解析装置が約 50 セットも設置されていた。
これは世界最大の規模だと冨田所長は話す。生命科学をはじめとして医療など様々な分野で期待
されているこの技術を慶應義塾は先導しているのである。

メタボローム解析
メタボローム解析とは、生体内に存在する
アミノ酸や糖など数千種類の代謝物を一斉
分析すること。先端生命科学研究所では、
人の血液や尿などに含まれる代謝物はもち
ろん、鶴岡名産のだだちゃ豆など農作物に
関する解析も行っている。

鶴岡市先端研究産業
支援センター

企業も注目、SFC バイオ。
センター棟の 3 階。シンプルな内装の部屋が並ぶ中、カラフルな椅子が目立つ部屋がある。
この部屋は共同研究室の 1 つで、鶴岡で学ぶ学生も利用できる多目的スペース。
一角には企業のビジネスラボもある。2018 年 3 月に損保ジャパン日本興亜と、同年 8 月に
は第一生命と、2019 年 1 月には明治安田生命と連携協定を締結。社員が SFC の大学院生と
なって鶴岡に常駐し、研究活動を始めている。

SFC バイオにでかけよう。
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慶應義塾大学総合政策学部・環境情報学部

慶應義塾一貫教育高等学校 生徒向け

高校生研究助手・特別研究生

高校生バイオサミット in鶴岡

授業 先端生命科学研究会

冨田 勝（システム生物学入門）

冨田 勝・内藤 泰宏・黒田 裕樹・金井 昭夫・曽我 朋義・荒川 和晴・鈴木 治夫・辻本 惠

その他の研究会

バイオキャンプ
1～2学期間 @鶴岡

入門編

専門編

本格編

金井 昭夫（RNA機能解析）

黒田 裕樹（発生・生殖工学の応用）

曽我 朋義（応用バイオテクノロジー）

鈴木 治夫（微生物ゲノム学 /
環境バイオインフォマティクス）

内藤 泰宏（E-Cell プロジェクト）

辻本 惠（環境変動と極域生態系）

荒川 和晴（ゲノム生物学）

イベント・高校生向けプログラム

次のページ

等

※2019年 4月現在
等

慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科

BI（先端生命科学）プログラム

さまざまな選択肢（卒業生の例）

バイオ
ベンチャー
で世界を
変える

海外の大学へ NASAへ バイオ専門の
弁護士へ

一般企業へ etc…

一年次から研究会に参加可能
医学・薬学・理学・工学・農学
を融合した生命科学を展開

渡辺 光博（ヘルスサイエンス～健康・幸福な街づくり/健康科学～）

89

SFC バイオプログラムの流れ

SFC バイオプログラムの流れ
KEIO SFC REVIEW 編集部作成

SFC バイオプログラムの流れ
知っているようでいてなかなか知らない SFC バイオの世界。
いろいろと調べてみました。
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革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
が
生
み
だ
さ
れ
た
経
緯
を
詳
し
く
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
理
系
・
文
系
関
係
な
く
、
た
め
に
な
る

内
容
が
満
載
で
、
是
非
と
も
履
修
し
て
ほ
し
い
科
目
で
す
。

 

な
る
ほ
ど
。
私
も
い
く
つ
か
履
修
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
ど
れ
も
面
白
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
で
は
そ
れ
以

外
は
、
気
軽
に
履
修
す
る
こ
と
が
難
し
い
授
業
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

 

少
な
か
ら
ず
専
門
性
は
入
っ
て
き
ま
す
ね
。
バ
イ
オ
へ

の
興
味
が
あ
れ
ば
、
予
備
知
識
は
必
ず
し
も
必
要
と
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
授
業
に
の
ぞ
む
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
な
り
の
積
極

的
な
学
習
は
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
授
業

を
「
専
門
編
」
と
し
て
入
門
編
と
同
じ
く
表
に
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。

 

ゲ
ノ
ム
な
ど
の
言
葉
が
登
場
し
て
き
て
、
一
気
に
名
称

が
難
し
く
な
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
ね
。「
基
礎
」
が
つ
い
た

授
業
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
入
門
編
で
は
な

い
の
で
す
か
。

 

良
い
と
こ
ろ
に
気
が
つ
か
れ
ま
し
た
ね
。
そ
れ
ら
は
、

そ
の
領
域
で
は
基
礎
知
識
と
い
う
意
味
な
の
で
す
よ
。「
基

礎
」
と
い
う
言
葉
か
ら
気
軽
に
受
講
し
、
毎
年
大
変
な
思
い

を
す
る
学
生
も
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
ね
。
で
も
、
そ
こ
で
好

成
績
を
と
れ
る
よ
う
に
頑
張
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
バ
イ
オ
の

専
門
的
な
と
こ
ろ
を
学
ん
だ
と
言
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

最
初
は
間
違
っ
て
履
修
し
た
気
が
し
た
け
ど
、
履
修
し
て
良

か
っ
た
と
思
っ
た
人
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

 

先
ほ
ど
と
同
じ
質
問
で
恐
縮
で
す
が
、
専
門
編
で
成
田

さ
ん
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
授
業
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

 

全
て
履
修
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
偏
っ
た
発
言
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、「
基
礎
分
子
生
物
学1/2/3/4

」

 

バ
イ
オ
系
の
科
目
っ
て
、
全
部
難
し
い
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
の
で
す
が
。

 

や
は
り
、
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
よ
ね
。
で
も
全
然
そ
ん
な
こ

と
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
気
軽
に
バ
イ
オ
の
世
界
に
触
れ
ら
れ
る

授
業
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。「
入
門
編
」
と
呼
び
ま
し
ょ

う
。
左
ペ
ー
ジ
の
表
に
段
階
別
に
授
業
を
ま
と
め
て
み
た
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

入
門
編
だ
け
で
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
も
の
で
す
ね
。
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

 

こ
れ
ら
は
全
て
オ
ス
ス
メ
で
す
。
特
に
と
い
う
こ
と
で
し

た
ら
、
冨
田
先
生
の
「
生
命
シ
ス
テ
ム
」
で
し
ょ
う
か
。
遺

伝
子
・
分
子
レ
ベ
ル
の
生
命
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
を
学
び
な
が

ら
、
そ
れ
が
実
際
の
医
療
や
産
業
に
ど
の
よ
う
に
応
用
さ
れ

て
い
る
の
か
が
学
べ
ま
す
。
遺
伝
子
組
換
え
作
物
や
遺
伝
子

治
療
、
再
生
医
療
や
生
殖
医
療
な
ど
の
是
非
が
メ
デ
ィ
ア
で

活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
技
術
の
基
礎
を
正
し
く
理

解
し
て
発
言
し
て
い
る
人
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
い

将
来
、
選
択
を
迫
ら
れ
た
時
に
、
感
情
で
は
な
く
正
し
い
知

識
を
も
っ
て
選
び
取
る
教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

授
業
で
す
。黒
田
先
生
の「
生
命
現
象
と
現
実
社
会
の
比
較
論
」

も
人
気
で
す
ね
。
複
雑
な
生
命
現
象
を
、
現
実
社
会
と
比
較

す
る
こ
と
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
授
業
で
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
関
す
る
授
業
で
は
、
先
生
自
ら
が
実
験
台
と
な
っ
て
、
皆

の
前
で
体
重
計
に
載
っ
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
取
り
組
ま
れ
る
年

も
あ
っ
た
り
、
恋
愛
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
挑
戦
的
な
ア
ン

ケ
ー
ト
を
さ
れ
た
り
な
ど
、面
白
く
、か
つ
た
め
に
な
り
ま
す
。

内
藤
先
生
の
「
科
学
史
」
は
バ
イ
オ
も
含
め
た
自
然
科
学
に

関
す
る
授
業
で
す
。
毎
回
独
立
し
た
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、

 

本
格
編
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
授
業
は
あ
り
ま
す

か
？

 

私
が
履
修
し
た
中
で
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
履
修
し
た
授
業
か
ら

は
、「
基
礎
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
」
が
面
白
か
っ

た
で
す
ね
。
バ
イ
オ
の
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
ツ
ー
ル
と
デ
ー

タ
を
用
い
て
、
自
身
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
定
め
、
そ
こ
か
ら

頑
強
で
再
現
可
能
な
研
究
と
し
て
仕
上
げ
る
ス
キ
ル
を
バ
ッ

チ
リ
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
と
頭
ひ
と
つ
で
、
バ
イ

オ
系
で
生
き
て
い
て
い
く
術
が
学
べ
る
と
も
言
え
ま
す
ね
。

鶴
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
で
履
修
し
た
授
業
で
は
「
遺
伝
子
解
析
実

習
」
が
お
得
な
気
が
し
ま
し
た
。
近
年
話
題
に
な
っ
て
い
る

腸
内
細
菌
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
も
の
が
い
る
の
か
を
網
羅
的

に
解
析
で
き
ち
ゃ
っ
た
り
、
な
か
な
か
他
の
大
学
で
は
体
験

で
き
な
い
、
と
て
も
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
内
容
で
す
よ
。

 

さ
す
が
本
格
編
で
す
ね
。
こ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
な
授
業

が
揃
っ
て
い
る
と
は
、
想
像
以
上
で
し
た
。
最
後
に
何
か
新

入
生
の
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

 

高
校
で
生
物
を
履
修
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
富
士
山

を
四
合
目
か
ら
登
る
か
五
合
目
か
ら
登
る
か
程
度
の
違
い
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
八
合
目
を
こ
え
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
見
た
こ

と
の
な
い
景
色
が
見
え
は
じ
め
ま
す
。
ぜ
ひ
、
恐
れ
る
こ
と

な
く
、
バ
イ
オ
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
ね
。

平山明由基 礎 分 析 化 学

複　　数

田畑　祥

ゲ ノ ム 分 子 生 物 学 1/2

基 礎 生 化 学

鶴
岡
に
て
開
講☜ Check

科目名 担当教員

本格編

鶴

岡

に

て

開

講

17 classes

科目名 担当教員

6 classes入門編

＊マークは大学院科目
 「科学史」と「生命と知能の進化」を除き、全て2018年度開講

成田さんが紹介するSFCバイオの授業

科目名 担当教員

専門編 10 classes

内藤泰宏

冨田　勝

黒田裕樹

黒田裕樹

渡辺光博

冨田　勝

代 謝 の 基 礎 生 物 学

細胞レベルの生命科学による革新

生命現象と現実社会の比較論

生 命 と 知 能 の 進 化

生 命 シ ス テ ム

科 学 史
☜ Check

☜ Check

☜ Check

複　　数

内藤泰宏

内藤泰宏

人 体 の 構 造 と 機 能

バイオシミュレーション 1

基 礎 分 子 生 物 学 1/2/3/4

渡辺光博

渡辺光博

複　　数

分 子 栄 養 学 と 健 康

分子健康科学ワークショップ

ヘ ル ス リ サ ー チ の 基 礎

☜ Check

黒田裕樹脊 椎 動 物 の ボ デ ィ プ ラ ン＊

鈴木治夫

鈴木治夫

複　　数

複　　数

及川　彰

内藤泰宏

質 量 分 析

生 命 科 学 実 験 の 基 礎

ゲノム解析ワークショップ

バイオシミュレーション２

基礎バイオインフォマティクス

生命動態のデータサイエンス

曽我朋義

福田真嗣

森　　大

西原達哉

プ ロ テ オ ミ ク ス

メ タ ボ ロ ミ ク ス

生 命 分 子 機 能

生 命 分 子 構 造

複　　数

複　　数

井上　浄

メ タ ボ ロ ー ム 解 析 実 習

遺 伝 子 解 析 実 習

遺 伝 子 工 学 実 習

複　　数プ ロ テ オ ー ム 解 析 実 習

内藤泰宏

荒川和晴

金井昭夫

数 理 生 物 学 ＊

ゲ ノ ム 工 学 実 習＊

先 端 分 子 細 胞 生 物 学＊

☜ Check

☜ Check

KEIO SFC REVIEW編集部 政策・メディア研究科修士課程 成田明未さん

バイオ系の大学院生にもなると、学部時代に受講できるバイオ系授業について、それぞれがどのような内

容や雰囲気であり、どのくらいのレベルか把握されていると思いました。そこで、実際に修士課程でバイ

オ研究をしている成田明未さんにオススメの履修プランを伺いました。

大学院生の成田さんに聞きました

と
「
ゲ
ノ
ム
分
子
生
物
学1/2

」
は
、
バ
イ
オ
の
世
界
に

飛
び
込
ん
で
み
よ
う
か
な
と
い
う
方
に
、
ぜ
ひ
履
修
し
て
い

た
だ
き
た
い
授
業
で
す
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
バ
イ
オ
は
か
な
り
幅
広

い
分
野
に
及
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
ど
の
分
野
で
も
必
ず
必

要
に
な
っ
て
く
る
基
礎
知
識
を
習
得
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

 

で
は
、
主
体
的
に
高
度
な
専
門
知
識
を
学
ぶ
必
要
の
あ

る
授
業
は
あ
り
ま
す
か
？

 

は
い
。
あ
り
ま
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
差
は
あ
る
と

思
う
の
で
す
が
、
一
定
の
予
備
知
識
も
必
要
で
す
し
、
努
力

な
し
で
は
授
業
の
内
容
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
授

業
を
「
本
格
編
」
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

 

ほ
と
ん
ど
が
鶴
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
さ
れ
る
授
業
で

す
ね
。

 

そ
う
で
す
ね
。
鶴
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
な
り
に
や
る
気
が
あ
る
学
生
だ
か
ら
、
こ
の
難
易

度
の
高
さ
も
あ
ま
り
問
題
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
。

成田 明未
( なりた • あさみ )
政策・メディア研究科
修士課程

バイオ系科目履修のすゝめ
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先端生命科学研究所所長
冨田 勝

鶴岡での挑戦、
生まれる新たな可能性

WHY WE ARE IN
TSURUOKA

鶴岡での挑戦、生まれる新たな可能性

み
ん
な
「
え
っ
？
」「
こ
れ
ど
う
な
る
の
？
」
と
思
い
ま
す

よ
ね
。
も
は
や
一
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
そ
の
時
点
で
意
味
は

あ
り
ま
し
た
。

何
よ
り
、
東
京
と
鶴
岡
の
距
離
感
が
と
て
も
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
仮
に
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
す
ぐ
裏
手
に
研
究
所
が
あ
っ

た
な
ら
ば
、
通
お
う
と
思
え
ば
首
都
圏
か
ら
で
も
通
え
る
わ

け
で
す
よ
ね
。
で
も
、
鶴
岡
だ
っ
た
ら
そ
う
は
い
か
な
い
。

研
究
を
す
る
た
め
に
は
、
鶴
岡
に
引
っ
越
す
し
か
な
い
わ
け

で
す
。
こ
う
し
た
背
景
が
あ
る
た
め
、
鶴
岡
で
研
究
し
て
い

る
人
た
ち
に
は
中
途
半
端
な
人
が
い
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
行
わ

れ
て
い
る
研
究
が
面
白
い
と
思
っ
た
と
し
て
も
、
距
離
と
い

う
ハ
ー
ド
ル
で
躊
躇
し
て
し
ま
う
人
が
た
く
さ
ん
い
る
中
、

思
い
っ
き
り
飛
び
込
ん
で
き
た
人
た
ち
は
研
究
に
対
す
る
や

る
気
と
情
熱
が
違
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
行
動
力
の
あ
る
人
た

ち
し
か
い
な
い
の
で
す
。
特
に
、
海
外
か
ら
来
た
人
も
多
く

い
ま
す
が
、
よ
く
来
て
く
れ
た
な
と
思
い
ま
す
ね
。
で
も
、

そ
う
い
う
人
た
ち
は
や
っ
ぱ
り
人
間
的
に
と
て
も
面
白
く

て
、
一
緒
に
酒
を
飲
ん
で
い
て
も
楽
し
い（
笑
）。

「
ア
ウ
ェ
ー
」
か
ら
「
希
望
の
星
」
へ

最
初
は
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
な
ん
て
思
っ
て
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
ね
。
こ
こ
に
き
た
時
に
は
、
た
っ
た
十
数
人
で
ス

タ
ー
ト
し
た
ん
で
す
よ
。
鶴
岡
に
い
る
慶
應
出
身
者
の
方

や
、
熱
烈
に
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
た
一
部
の
市
民
の
方
を
除

け
ば
、
い
き
な
り
都
会
か
ら
き
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の

当
時
の
鶴
岡
は
ア
ウ
ェ
ー
な
環
境
で
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、

当
時
の
鶴
岡
市
長
は
心
か
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。　

月
に
一
回
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
、
地
元
の
方
が
慶
應
の
メ
ン

バ
ー
を
誘
っ
て
飲
み
会
を
開
い
て
く
れ
た
ん
で
す
よ（
笑
）。

本
当
に
、
た
だ
の
飲
み
会
。「
こ
の
店
は
う
ま
い
も
の
出
す

ん
で
す
よ
」、「
ど
う
で
す
か
、
最
近
は
」、「
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
ら
言
っ
て
ね
」
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
す
。
市
長
が

市
民
の
方
々
に
「
応
援
し
て
や
っ
て
く
れ
」
と
言
っ
て
お
願

い
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
結
局
、
そ
の
飲
み
会
は
一
年

く
ら
い
続
き
ま
し
た
が
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

確
か
に
、
将
来
の
産
業
育
成
の
た
め
に
研
究
所
が
で
き
た

と
は
言
っ
て
も
、
市
民
の
方
々
に
は
そ
の
こ
と
は
な
か
な
か

理
解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
鶴
岡
市
は
今
で
も
人
口

減
少
が
止
ま
ら
な
い
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
の
一
つ
で
す
。

こ
の
ま
ま
指
を
く
わ
え
て
待
っ
て
い
た
ら
、
三
十
年
後
に
無

く
な
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
都
市
な
ん
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
基
幹
産
業
の
農
業
と
観
光
が
頑
張
っ
て
は
い
る
け
れ
ど

も
、
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
を
打
開
す
る

一
つ
の
方
法
が
こ
の
先
端
生
命
科
学
研
究
所
で
し
た
。
で

も
、
そ
れ
も
す
ぐ
に
は
経
済
効
果
は
現
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

そ
れ
こ
そ
三
十
年
く
ら
い
先
の
話
で
す
。
そ
の
一
方
で
市
民

の
方
々
か
ら
の
期
待
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
こ
で
、
当

時
の
市
長
は
「
冨
田
さ
ん
ね
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
地
元
へ
の

貢
献
と
か
色
々
な
こ
と
を
言
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
っ
て
う
ま
く
や
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
一
方
、市
長
は
こ
ん
な
こ
と
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

「
で
も
私
た
ち
が
本
当
に
望
ん
で
い
る
の
は
、
鶴
岡
に
あ
る

こ
の
研
究
所
を
、
世
界
が
振
り
向
く
研
究
所
に
し
て
く
れ
る

こ
と
で
す
」
と
。
研
究
所
に
よ
る
「
産
業
振
興
」
を
鶴
岡
市

民
の
方
々
が
実
感
し
た
機
会
が
、
Ｈ
Ｍ
Ｔ
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
株
式
会
社
）（
注
２
）
の
上

場
で
し
た
。
そ
し
てSpiber

社
が
開
発
し
た
青
い
ド
レ
ス

も
そ
れ
に
続
き
ま
し
た
。「
新
産
業
を
つ
く
る
と
は
、
こ
う

い
う
こ
と
か
」と
市
民
の
方
々
に
理
解
さ
れ
始
め
た
ん
で
す
。

そ
の
前
後
か
ら
、
ア
ウ
ェ
ー
感
が
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。
逆

に
「
希
望
の
星
」
と
ま
で
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

鶴
岡
で
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
を
語
る

み
ん
な
と
同
じ
こ
と
で
は
な
く
、
人
と
違
う
こ
と
を
誰
か

が
や
ら
な
け
れ
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
生
ま
れ
な
い
し
社
会

の
進
歩
は
あ
り
ま
せ
ん
。
率
先
し
て
人
と
違
う
こ
と
を
す
る

勇
気
を
持
っ
た
人
を
育
成
す
る
の
が
慶
應
義
塾
の
使
命
で

す
。
こ
れ
は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
ら
し
い
理
念
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本

来
は
慶
應
義
塾
の
理
念
な
ん
で
す
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
は
特
に
、
い
ろ

い
ろ
な
目
立
っ
た
人
が
い
て
、
面
白
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る

学
生
も
い
っ
ぱ
い
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
と
、
な
ん
と
な
く
共
有
で
き
て
い
ま
す
よ

ね
。
ま
た
、こ
れ
か
ら
の
世
界
で
何
か
を
極
め
る
た
め
に
は
、

一
つ
の
学
問
分
野
を
マ
ス
タ
ー
し
た
の
で
は
ダ
メ
で
、
必
要

に
応
じ
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
取
捨
選
択
し
て
勉
強
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
決
し
て
学
生
時
代
に

限
っ
た
話
で
は
な
く
、
卒
業
し
て
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
も

大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。
こ
の
Ｓ
Ｆ
Ｃ
ら
し
い
理
念
を
、
ひ

い
て
は
慶
應
義
塾
の
理
念
を
、
学
生
た
ち
に
は
ず
っ
と
持
っ

て
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

冨田 勝 ( とみた • まさる )
環境情報学部教授、
先端生命科学研究所所長
専門は、先端生命科学、システム生
物学、バイオインフォマティクス、
バイオテクノロジー、生命情報科学、
遺伝子情報処理

文 : 藤井 咲妃
写真：遠藤 隆太

「
山
形
県
鶴
岡
市
」
に
あ
る
意
味

今
、
先
端
生
命
科
学
研
究
所
バ
イ
オ
ラ
ボ
棟
の
あ
る
と

こ
ろ
は
、
昔
は
全
部
田
ん
ぼ
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
こ
へ

二
〇
〇
一
年
に
先
端
生
命
科
学
研
究
所
を
開
設
し
た
の
が
鶴

岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
始
ま
り
で
す
。
当
時
は
そ
の
建
物

一
つ
だ
け
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
外
部
資

金
や
人
が
増
え
る
こ
と
で
、
建
物
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き

ま
し
た
。
二
〇
〇
五
年
に
鶴
岡
市
が
バ
イ
オ
ラ
ボ
棟
の
隣
に

「
鶴
岡
市
先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
建
て
、
現
在

は
そ
れ
を
慶
應
や
慶
應
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
等
が
借
り
、
さ
ら
に

二
〇
一
三
年
と
一
五
年
に
はSpiber

株
式
会
社
（
注
１
）
の
試

作
研
究
棟
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
二
〇
一
八
年
、
ヤ
マ
ガ

タ
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
開
発
し
、
坂
茂
さ

ん
（
環
境
情
報
学
部
特
別
招
聘
教
授
）
が
設
計
を
担
当
し
た

「
シ
ョ
ウ
ナ
イ
ホ
テ
ル
・
ス
イ
デ
ン
テ
ラ
ス
」
と
い
う
ホ
テ

ル
と
、
子
ど
も
達
の
遊
び
場
で
あ
る
「
キ
ッ
ズ
ド
ー
ム
ソ
ラ

イ
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
先
端
生
命
科
学
研
究
所
が
「
山
形
県
鶴
岡
市
」
に
あ

る
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
例
え
ば
、
こ

の
先
端
生
命
科
学
研
究
所
が
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
裏
手
に
あ
っ
た
ら
？　

そ
れ
は
あ
ん
ま
り
面
白
く
な
い
。山
形
県
鶴
岡
市
と
聞
け
ば
、

注 1）Spiber 株式会社 : 先端生命
科学研究所から生まれた、人工合成
クモ糸繊維の量産化に成功したベン
チャー企業

注２）HMT : 同研究所から生まれ
た、メタボローム解析の受託事業
やバイオマーカー事業を行うベン
チャー企業
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鶴岡の魅力を知る
４人にインタビュー

　先端生命科学研究所やバイオキャンプで知られる
「鶴岡タウンキャンパス」。しかしそこで、実際にど
のような研究活動がおこなわれているのか。
　編集部はそんな鶴岡キャンパスの魅力を知る人た
ちに会うべく、出張取材を行った。個性的で魅力的
な 4 人のお話をぜひお楽しみいただきたい。
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鶴岡でミクロの世界を研究する

鶴岡でミクロの
世界を探究する

フランス人研究者
ガリポン • ジョゼフィーヌ

WHY WE ARE IN
TSURUOKA

大
学
院
生
だ
っ
た
頃
、
日
本
語
も
勉
強
し
始
め
て
、
文
部
科

学
省
の
国
費
留
学
生
制
度
に
採
択
さ
れ
、
東
京
大
学
大
学
院

理
学
系
研
究
科
の
博
士
課
程
に
合
格
し
て
来
日
し
、
日
本
で

ド
ク
タ
ー
を
と
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
し
ば
ら
く
東
京
大

学
で
研
究
を
続
け
た
ら
、
冨
田
勝
教
授
が
慶
應
義
塾
大
学
で

新
た
な
研
究
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

鶴
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
の
魅
力
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
大

き
く
二
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
目
は
自
由
度
が
高
い
こ

と
で
、
二
つ
目
は
研
究
に
没
頭
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。

先
日
、
学
生
四
人
を
連
れ
て
ゴ
ビ
砂
漠
に
実
験
の
た
め
に

行
っ
て
き
た
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
の
許
可
を
と
っ
た
と
き
に

自
由
度
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
冨
田
先
生
に
「
学
生
四
人

を
連
れ
て
ゴ
ビ
砂
漠
で
実
験
を
し
て
き
た
い
ん
で
す
け
ど
」

と
い
う
メ
ー
ル
を
突
然
送
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
ど

も
、そ
う
し
た
ら
た
だ「
了
解
し
ま
し
た
」と
一
言
だ
け
返
っ

て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
安
全
性
を
保
つ
こ
と
や
、
必
要
な

手
続
き
は
し
っ
か
り
と
や
る
わ
け
で
す
が
、
メ
ー
ル
上
で
、

ま
ず
は
若
手
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
歓
迎
し
て
く
れ
た
冨
田

先
生
の
姿
勢
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
若
手
は
い
ち

い
ち
う
る
さ
い
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る
と
そ
の
う
ち
に
や
り

づ
ら
さ
を
感
じ
て
、
結
局
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な

く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
自
由
を
も
ら
え
れ
ば
、
そ
れ
に
感
謝

し
て
十
倍
く
ら
い
の
努
力
を
し
よ
う
と
思
う
の
で
す
。

二
つ
目
の
魅
力
は
ノ
イ
ズ
が
全
く
無
い
環
境
で
研
究
に
打

ち
込
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
個
人
的
な
意
見
な
ん
で
す

が
、
都
会
は
仕
事
の
た
め
に
し
ょ
う
が
な
く
集
ま
っ
て
い
る

場
所
で
、
人
が
住
む
場
所
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
下

手
を
す
る
と
毎
日
飲
み
会
に
呼
ば
れ
て
時
間
と
お
金
を
浪
費

し
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
す
。
そ
れ
が
ノ
イ
ズ

に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
自
分
が
本
当
に
行
き
た
い
と
き

に
飲
み
会
に
参
加
で
き
て
、
そ
れ
以
外
は
好
き
な
研
究
を
自

由
に
で
き
る
こ
と
が
鶴
岡
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
っ
た
研
究
も
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
先
生
の
研
究
は
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
に
応
用
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

分
子
生
物
学
を
続
け
な
が
ら
も
最
近
「
バ
イ
オ
プ
リ
ン

テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
分
野
に
興
味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。
生

命
の
形
を
そ
の
ま
ま
３
Ｄ
で
レ
プ
リ
カ
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
分
野
横
断
的
な
技
術
開
発
で
す
。
医
療

の
分
野
で
は
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
で
臓
器
の
代
わ
り
に

な
る
よ
う
な
も
の
を
作
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
技
術
は
科
学
教
育
の
分
野
に
も
活
か
せ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
「
ク
マ
ム
シ
」
と
い
う
、
様
々
な
極
限
環
境
に
耐

え
ら
れ
る
一
ミ
リ
以
下
の
小
さ
な
動
物
が
最
近
話
題
に
な
り

ま
し
た
ね
。
目
が
見
え
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

で
ク
マ
ム
シ
の
動
画
が
流
れ
て
も
、
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
と

思
い
ま
せ
ん
か
。
そ
こ
で
、
顕
微
鏡
で
拡
大
し
た
も
の
を
三

次
元
撮
影
し
、
そ
の
ま
ま
３
Ｄ
プ
リ
ン
ト
す
る
と
、
手
の
ひ

ら
に
乗
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
自
由
に
触
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ま
し
た
。
実
際
に
ク
マ
ム
シ
の
「
超
リ
ア
ル
標

本
」
を
作
っ
て
、
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
行
っ
て
目
の
見

え
な
い
人
に

見
せ
て
み
ま

し
た
。
す
る

と
、「
ク
マ

ム
シ
っ
て
固

く
て
ギ
ザ
ギ

ザ
し
て
い
る

ん
で
す
か
」

と
聞
か
れ
た

の
で
す
が
、

目
の
見
え
る

人
で
も
実
際

に
触
る
こ
と

が
で
き
な
い

小
さ
す
ぎ
る
動
物
な
の
で
、
触
る
感
覚
に
つ
い
て
は
答
え
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
り
従
来
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
素
材

で
は
、
触
覚
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
再
生
医
療
で
も
着
目
さ
れ
て
い
る

「
ハ
イ
ド
ロ
ゲ
ル
」
と
い
う
柔
ら
か
い
材
料
を
使
っ
て
バ
イ

オ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
小

さ
な
針
で
ク
マ
ム
シ
を
ぷ
に
ぷ
に
と
触
っ
て
み
て
、
ど
れ
く

ら
い
の
柔
軟
度
が
あ
る
の
か
と
い
う
の
を
は
っ
き
り
さ
せ
た

う
え
で
作
り
直
し
た
い
で
す
ね
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
人
に

バ
イ
オ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
恩
恵
を
受
け
て
ほ
し
い
と
い
う

気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
私
は
も
と
も
と
分
子
生
物
学
の
中
で
も
、
す
べ
て

の
遺
伝
子
の
発
現
に
必
要
な
「
Ｒ
Ｎ
Ａ
」
と
い
う
物
質
が
専

門
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
「
Ｒ
Ｎ
Ａ
」
を
い
ろ
い
ろ
な
分
野

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
バ
イ
オ
プ
リ
ン
テ
ィ

ン
グ
の
分
野
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
で
ハ
イ
ド
ロ
ゲ
ル
を

作
っ
た
り
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
で
環
境
微
生
物
を
科
学
的
に
評
価
し
た

り
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
と
タ
ン
パ
ク
質
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
調
べ
た

り
し
て
、学
生
と
一
緒
に
楽
し
く
研
究
し
て
い
き
た
い
で
す
。

最
後
に
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
生
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

悩
み
す
ぎ
な
い
で
、
や
り
た
い
こ
と
を
行
動
に
起
こ
し
て

く
だ
さ
い
。
や
る
べ
き
こ
と
は
そ
の
う
ち
見
え
て
き
ま
す
。

そ
れ
は
少
し
ず
つ
見
え
て
く
る
も
の
で
、
あ
と
か
ら
そ
の
解

釈
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

目
の
前
に
あ
る
選
択
肢
が
全
て
に
な
り
、
選
ぶ
時
に
す
ご

く
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ま
す
が
、
人
生
は
い
つ
で
も
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
し
て
も
全
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
常
に
「
や

る
な
ら
本
気
で
や
る
！
」
と
い
う
マ
イ
ン
ド
さ
え
あ
れ
ば
、

文
系
理
系
全
て
の
分
野
が
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
途
中
で

別
の
挑
戦
に
取
り
組
ん
で
も
必
ず
自
分
の
利
益
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
学
部
生
の
と
き
に
は
文
系
で
法
律
関
係
の
こ

と
を
勉
強
し
て
い
た
の
に
、
バ
イ
オ
が
や
り
た
く
な
っ
て
一

生
懸
命
勉
強
し
て
、
修
士
課
程
か
ら
理
系
に
進
ん
だ
人
も
い

ま
し
た
ね
。
学
部
時
代
が
決
し
て
無
駄
に
な
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
生
物
学
分
野
の
国
内
外
の
研
究
活
動
に
必
要
な
法
律

を
作
れ
る
人
材
に
な
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
最
初
は
そ

う
い
う
つ
も
り
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
に
し
か

で
き
な
い
こ
と
が
後
か
ら
で
も
必
ず
見
え
て
き
ま
す
。
冨
田

さ
ん
も
博
士
の
学
位
を
複
数
取
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
制
限
な

ん
て
あ
り
ま
せ
ん
。
人
は
社
会
の
期
待
な
ど
と
言
っ
て
、
自

分
で
自
分
に
制
限
を
か
け
て
い
る
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。

確
か
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
や
ろ
う
と
し
て
失
敗
し
た
ら

「
そ
り
ゃ
、
う
ま
く
い
く
は
ず
が
な
か
っ
た
よ
」
っ
て
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
成
功
し
た
場
合
は
同
じ
人
た

ち
に
、「
君
に
は
で
き
る
と
ず
っ
と
思
っ
て
た
ん
だ
よ
」
と

言
わ
れ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。
結
局

周
り
の
人
っ
て
、
悪
気
が
な
い
け
ど

そ
の
く
ら
い
適
当
な
の
で
す
。
せ
っ

か
く
大
学
に
通
う
と
い
う
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
を
手
に
入
れ
た
の
な
ら
、

周
り
の
評
価
は
気
に
せ
ず
に
や
り
た

い
こ
と
に
ま
ず
思
い
っ
き
り
挑
戦
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

Joséphine Galipon
( ガリポン • ジョゼフィーヌ )
政策・メディア研究科特任助教
専門は、分子生物学、バイオミメティクス

文 : 清水 拓磨
写真：長尾 佳寿美

日
本
で
研
究
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
と
、
鶴
岡
の
魅

力
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

博
士
課
程
に
入
る
ま
で
、
一
度
も
日
本
に
来
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
私
が
幼
い
頃
か
ら
、
父
親
が
毎
週

の
よ
う
に
「
日
本
人
は
ね
～
」
っ
て
話
を
し
て
い
た
ん
で
す

よ
。
父
は
「
本
当
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
は
日
本
に
あ
る
ん
だ

よ
」、「
日
本
に
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
失
い
つ
つ
あ
る
価
値
観
が

ま
だ
あ
る
ん
だ
よ
」
と
言
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
影
響
も
あ
っ
て
ど
う
い
う
国
な
ん
だ
ろ
う
、
い
つ
か
行
か

な
き
ゃ
っ
て
思
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
パ
リ
大
学
の

ミクロな世界を 3D プリンタで再現（クマムシ）
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バイオキャンパー
から研究者へ

研究所発ベンチャーに勤める
村上 慎之介

WHY WE ARE IN
TSURUOKA

バイオキャンパーから研究者へ

鶴
岡
で
開
催
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
研
究
を
体
験
す
る
「
慶
應

サ
マ
ー
バ
イ
オ
カ
レ
ッ
ジ
」（
以
下
、
Ｋ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
）
の
チ
ラ

シ
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
僕
は
、
理
工
学
部
に

進
学
す
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
で
、「
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
も
こ
う

い
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
」
と
思
っ
た
だ
け
で
、
チ
ラ
シ
を

捨
て
て
し
ま
い
ま
し
た（
笑
）。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、

あ
る
授
業
を
受
け
て
い
た
ら
、
そ
の
授
業
を
担
当
し
て
い
る

先
生
が
教
室
の
壁
に
貼
っ
て
あ
る
、
Ｋ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
チ
ラ
シ
を

見
か
け
て
「
こ
れ
ね
、
去
年
引
率
で
行
っ
た
ん
だ
よ
、
こ
れ

は
い
い
よ
」
と
。
実
は
こ
の
先
生
、
僕
が
授
業
で
関
わ
っ
て

い
た
先
生
の
中
で
一
番
怖
く
て
、
な
に
か
を
褒
め
る
こ
と
な

ん
て
聞
い
た
こ
と
が
な
い
く
ら
い
の
先
生
だ
っ
た
ん
で
す
。

こ
の
発
言
を
聞
い
て
「
こ
の
口
の
悪
い
先
生
が
褒
め
る
な
ん

て
、
何
か
が
あ
る
に
違
い
な
い
」
と
思
い
、
締
め
切
り
直
前

に
応
募
し
て
、
Ｋ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
時
に
冨
田
さ
ん
に
出
会
い
ま
し
た
。
ま
た
、

当
時
は
学
生
だ
っ
たSpiber

株
式
会
社
の
社
長
で
あ
る
関

山
さ
ん
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
ね
。
お
二

人
と
お
話
し
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
鶴
岡
は
と
て
も
良
さ
そ
う

な
と
こ
ろ
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
冨
田
さ
ん
の
人
柄
に
惹
か

れ
た
こ
と
も
あ
り
、鶴
岡
で
研
究
し
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

大
学
に
進
学
し
て
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を

送
っ
て
い
た
の
で
す
か
。

Ｋ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
を
き
っ
か
け
に
、
環
境
情
報
学
部
に
進
学
し
ま

し
た
。
冨
田
研
で
研
究
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
進
学
し
た
の

で
、
学
部
在
学
中
は
冨
田
研
中
心
の
生
活
で
し
た
。
学
部
二

年
生
か
ら
は
バ
イ
オ
キ
ャ
ン
プ
で
鶴
岡
へ
行
き
、
一
年
間
研

究
を
し
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
後
は
、
特
別
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
夏
休
み
や
春
休
み
が
来
る
た
び
に
鶴
岡
へ
行
き
、
毎

回
六
十
日
ほ
ど
滞
在
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
の
で
、
一
年
の

三
分
の
一
く
ら
い
は
鶴
岡
で
過
ご
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
ね
。

ま
た
バ
イ
オ
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
約
十
六
人
で
一
年
間
を
過

ご
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
同
じ
学
年
の
研
究
室

の
仲
間
で
す
。
彼
ら
と
は
鶴
岡
に
来
る
前
は
研
究
会
で
週
に

一
、二
度
会
う
程
度
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ず
っ
と
一
緒
に
い

る
と
見
え
て
く
る
も
の
も
ま
た
変
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
よ

ね
。
い
い
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
見
え
る
し
「
こ
の
人
、
こ
ん

な
人
だ
っ
た
ん
だ
」
と
新
た
な
発
見
を
す
る
こ
と
も
あ
り
、

お
互
い
に
理
解
を
深
め
ら
れ
た
ん
で
す
。
ま
た
、
夏
は
海
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
冬
は
ス
キ
ー
を
す
る
な
ど
し
て
、
大
い
に

遊
ん
だ
り
も
し
ま
し
た
。
バ
イ
オ
キ
ャ
ン
プ
は
、
研
究
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
寝
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
一
生
の
仲
間
を

作
る
と
い
う
意
味
で
も
、
と
て
も
良
い
体
験
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。現

在
、
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
研
究
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
学
の
と
き
か
ら
、
温
泉
療
法
に
つ
い
て
の
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
温
泉
に
行
く
と
、
そ
の
温
泉
に
ど
の
よ
う
な
成
分

が
含
ま
れ
て
い
る
か
が
書
か
れ
て
い
る
温
泉
分
析
書
が
貼
っ

て
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
効
能
が
ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
て
い

る
の
か
、本
当
に
効
能
が
あ
る
の
か
が
気
に
な
っ
た
ん
で
す
。

こ
う
し
た
研
究
に
よ
っ
て
、
ど
れ
が
有
効
な
成
分
か
が
判
断

で
き
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
は
人
類
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
だ
と

思
っ
た
の
で
、
温
泉
の
効
能
を
研
究
し
よ
う
と
決
め
た
ん
で

す
。
特
に
博
士
課
程
の
と
き
は
、
温
泉
を
「
飲
む
」
と
い
う

観
点
か
ら
温
泉
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
研
究
を
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
温
泉
の
入
浴
に
よ
る
効
果
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研

究
し
よ
う
と
、
ア
ト
ピ
ー
や
尋
常
性
乾
癬
に
効
く
と
さ
れ
る

北
海
道
の
豊
富
温
泉
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。
薬
で
も
治

ら
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
病
気
が
、
温
泉
に
入
っ
た
こ
と
で
劇

的
に
改
善
し
た
と
い
う
症
例
が
い
く
つ
も
あ
る
ん
で
す
。
温

泉
の
業
界
は
温
泉
に
入
っ
て
も
ら
い
、
こ
う
い
う
症
状
が
良

く
な
っ
た
、
血
液
検
査
の
結
果
も
良
く
な
っ
た
、
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
大
半
で
す
。
医
学
的
に
は
、
デ
ー
タ
が
た

く
さ
ん
集
ま
り
、
臨
床
ス
コ
ア
リ
ン
グ
や
血
液
検
査
の
結
果

が
良
く
な
れ
ば
そ
れ
で
十
分
意
味
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
僕

は
分
子
生
物
学
の
研
究
者
で
す
の
で
、
な
ぜ
治
る
の
か
が
知

り
た
い
ん
で
す
よ
。
そ
こ
が
解
明
で
き
れ
ば
、
温
泉
の
最
適

な
利
用
法
の
提
案
が
で
き
た
り
、
温
泉
に
行
け
な
い
方
に
も

同
じ
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
薬
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

新
た
な
医
療
技
術
に
応
用
で
き
た
り
す
る
ん
で
す
。
そ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
知
る
た
め
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

で
も
実
は
、
本
職
は
先
端
生
命
科
学
研
究
所
か
ら
生
ま
れ

た
株
式
会
社
メ
タ
ジ
ェ
ン
（
注
１
）
と
い
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
役
員
な
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
腸
内
細
菌
の
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
株
式
会
社
メ
タ
ジ
ェ
ン
は
、
病
気
の
な
い
社
会
を

作
る
こ
と
を
目
標
に
し
、
そ
の
た
め
に
今
、
最
適
な
手
段
と

し
て
腸
内
細
菌
に
着
目
し
ま
し
た
。
お
腹
の
中
に
ど
の
よ
う

な
細
菌
が
ど
の
く
ら
い
い
る
か
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
は
一
人
ひ

と
り
大
き
く
異
な
る
の
で
、
そ
の
一
人
ひ
と
り
異
な
る
腸
内

環
境
に
合
わ
せ
て
、
ど
う
い
う
人
に
ど
う
い
っ
た
も
の
を
食

べ
て
も
ら
う
と
最
も
健
康
に
な
れ
る
か
と
い
う
関
連
を
明
ら

か
に
す
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
僕
は
博
士
課
程
修
了
と
同

時
に
株
式
会
社
メ
タ
ジ
ェ
ン
に
入
社
し
ま
し
た
。
も
と
も
と

温
泉
に
つ
い
て
研
究
し
始
め
た
の
も
、
民
間
療
法
を
き
ち
ん

と
解
明
し
て
世
の
中
に
広
め
て
い
く
こ
と
や
、
予
防
医
学
と

い
う
分
野
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
な
ん
で
す
。
株
式
会
社
メ

タ
ジ
ェ
ン
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
病
気
の
な
い
社
会
な
の
で
、

自
分
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
も
合
致
し
て
い
ま
し
た
し
、
腸
内
細

菌
の
研
究
も
長
年
続
け
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
知
識
を
活

か
せ
る
か
な
と
感
じ
た
ん
で
す
。
現
在
で
は
会
社
と
大
学
の

両
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
キ
ャ
ン
パ
ー
に
な
り
た
い
と
い
う
人
た
ち
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

僕
は
、
冨
田
研
の
合
宿
に
行
く
た
び
、
学
生
た
ち
に
「
一

度
は
鶴
岡
に
来
い
」
と
言
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
都
会
を

離
れ
て
大
自
然
の
中
で
、
自
分
の
研
究
に
打
ち
込
む
こ
と
が

で
き
る
環
境
に
一
年
間
身
を
置
く
こ
と
は
、
自
身
の
研
究
を

進
め
る
と
い
う
意
味
で
も
、
仲
間
を
作
る
と
い
う
意
味
で
も

と
て
も
濃
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す

し
、
あ
と
で
振
り
返
っ
て
も
「
行
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
必
ず

思
う
一
年
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
先
端
生

命
科
学
研
究
所
に
は
、
冨
田
さ
ん
の
人
柄
や
考
え
を
脈
々
と

受
け
継
い
で
、
敷
地
全
体
に
何
を
研
究
し
て
も
許
さ
れ
る
自

由
な
雰
囲
気
が
あ
る
ん
で
す
よ
。ど
ん
な
テ
ー
マ
設
定
で
も
、

何
か
を
や
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
教
員
だ
け
で
は
な
く
鶴

岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
、
地
元
の
方
々
な
ど
た
く
さ
ん

の
方
が
応
援
を
し
て
く
れ
る
環
境
な
ん
で
す
。

ま
た
、
僕
が
バ
イ
オ
キ
ャ
ン
パ
ー
だ
っ
た
と
き
は
、
ち
ょ

う
どSpiber

株
式
会
社
が
立
ち
上
が
る
頃
で
、
ま
た
博
士

課
程
の
と
き
は
Ｈ
Ｍ
Ｔ
が
上
場
し
ま
し
た
。
自
分
の
間
近

で
会
社
が
で
き
た
り
、
会
社
が
成
長
す
る
と
こ
ろ
を
見
ら
れ

る
と
い
う
の
も
、
鶴
岡
な
ら
で
は
の
魅
力
で
す
ね
。
研
究
が

好
き
な
学
生
の
多
く
は
、
鶴
岡
の
環
境
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
と

思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
い
る
だ
け
で
は
感
じ
得
な
い
も
の
が

き
っ
と
あ
る
し
、
人
生
の
一
年
く
ら
い
鶴
岡
に
来
て
、
自
分

に
合
う
進
路
選
択
を
見
極
め
る
と
い
う
意
味
で
も
バ
イ
オ

キ
ャ
ン
パ
ー
と
し
て
、
鶴
岡
で
一
年
間
過
ご
す
の
は
良
い
と

思
い
ま
す
。

村上 慎之介
( むらかみ・しんのすけ )
政策・メディア研究科特任助教
株式会社メタジェン執行役員 COO
専門は、環境微生物学、温泉療法学

文 : 藤井 咲妃
写真：遠藤 隆太

先
端
生
命
科
学
研
究
所
と
の
出
会
い
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

僕
は
最
初
か
ら
生
物
学
を
や
り
た
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
慶
應
義
塾
高
等
学
校
に
入
学
し
た
頃
は
気

象
予
報
に
興
味
が
あ
っ
て
、
当
時
は
、
好
き
な
実
験
を
や
っ

て
面
白
い
結
果
を
生
み
出
す
と
い
う
こ
と
に
漠
然
と
し
た
憧

れ
が
あ
り
ま
し
た
。
高
校
三
年
生
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
か
ら
や

り
た
い
こ
と
が
定
ま
っ
て
き
て
、
医
薬
品
を
作
り
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
三
年
生
の
時

に
、
慶
應
義
塾
の
一
貫
教
育
校
の
高
校
生
を
対
象
と
し
て
、
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注 1）株式会社メタジェン : 先端生
命科学研究所と東京工業大学のメン
バーで設立したベンチャー企業。腸
内環境に着目し、病気ゼロ社会の実
現を目指す



1819 特集｜ SFC バイオは世界を変える

バイオキャンパー
の生活

鶴岡で一年間を過ごした
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バイオキャンパーの生活

ち
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
と
遊
ん
で
い
る
感
覚
で
勉
強
が

で
き
る
。
そ
れ
が
す
ご
く
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
で
は
ど
う
い
う
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
す
か
。

バ
イ
オ
キ
ャ
ン
パ
ー
は
最
大
で
十
六
人
が
在
籍
で
き
ま

す
。
二
棟
あ
る
滞
在
施
設
に
は
八
人
ず
つ
、
一
人
一
部
屋
が

あ
て
が
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
結
構
快
適
な
ん
で
す
よ
ね
。
各

部
屋
に
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
と
ト
イ
レ
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い

て
、共
有
ス
ペ
ー
ス
に
は
長
い
机
と
キ
ッ
チ
ン
が
あ
り
ま
す
。

床
暖
房
も
つ
い
て
い
ま
す
し
、
と
て
も
快
適
で
す
ね
。
キ
ッ

チ
ン
で
バ
イ
オ
キ
ャ
ン
パ
ー
仲
間
と
ワ
イ
ワ
イ
ご
飯
を
作
っ

た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
自
炊
も
そ
う
で
す
し
、
外
食
す
る

に
し
て
も
、
旬
の
も
の
を
安
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
鶴
岡

で
は
、
食
事
が
楽
し
み
の
一
つ
で
し
た
。

休
日
は
体
育
館
を
借
り
て
皆
で
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開

い
た
り
、
映
画
を
観
に
い
っ
た
り
と
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過

ご
し
て
い
ま
し
た
ね
。
五
月
に
は
、
鶴
岡
公
園
の
綺
麗
な
桜

の
下
で
お
花
見
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
休

日
で
も
研
究
す
る
人
も
い
れ
ば
、
部
屋
で
一
日
中
映
画
を
見

て
い
る
人
も
い
て
、
人
に
よ
っ
て
過
ご
し
方
は
い
ろ
い
ろ
で

し
た
。

ま
た
バ
イ
オ
キ
ャ
ン
パ
ー
以
外
に
、
滞
在
施
設
以
外
に
住

ん
で
研
究
し
て
い
る
人
た
ち
（
在
住
生
）
も
い
ま
し
た
。
彼

ら
は
基
本
的
に
冨
田
研
究
会
の
学
部
三・
四
年
生
と
、
大
学

院
生
で
し
た
ね
。

鶴
岡
で
の
授
業
や
実
習
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

バ
イ
オ
キ
ャ
ン
プ
は
、
鶴
岡
に
い
て
も
進
級
要
件
が
満
た

せ
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
定
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
月
、
鶴
岡
へ
行
く
と
、
ま
ず
二
週
間
か
け
て
「
基
礎
実

習
」
と
い
う
バ
イ
オ
実
験
の
基
礎
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
実

習
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
毎
週
決
ま
っ
た
時
間
に
や
る
わ
け
で

は
な
く
、
二
週
間
ぶ
っ
通
し
で
や
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。
そ
の

二
週
間
を
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
し
て
、
数
回
行
わ
れ
ま
す
。
実
習

は
午
後
か
ら
始
ま
る
の
で
す
が
、
午
前
に
は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
と
の
遠

隔
授
業
も
あ
り
ま
す
。そ
の
授
業
を
受
け
る
人
も
い
ま
す
し
、

そ
う
で
な
い
人
は
自
分
の
研
究
を
進
め
た
り
、
寝
て
い
た
り

し
ま
す
。
一
つ
実
習
が
終
わ
る
と
ま
た
違
う
実
習
が
始
ま
り

ま
す
。
学
期
の
終
わ
り
に
は
自
分
の
研
究
成
果
を
論
文
形
式

の
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
ま
と
め
ま
す
。

Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
バ
イ
オ
系
の
授
業
は
自
由
に
選
べ
ま
す
が
、
バ

イ
オ
キ
ャ
ン
プ
だ
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
体
系
だ
っ
て
準
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
い
る
と
他
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
む

学
生
と
深
く
話
す
機
会
が
な
い
た
め
知
識
が
「
狭
く
深
く
」

に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
け
ど
、
バ
イ
オ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加

し
て
色
々
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
人
と
共
に
生
活
す
る
こ
と

で
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。「
こ
れ
と
こ
れ
を
組
み
合
わ
せ

た
ら
面
白
そ
う
だ
」
と
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
、
い
い
化
学
反
応
が
起
こ
る
場
所
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

バ
イ
オ
キ
ャ
ン
プ
中
の
ご
自
身
の
研
究
の
進
め
方
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

基
本
的
に
実
習
を
し
な
が
ら
、
並
行
し
て
自
分
の
研
究
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
研
究
は
研
究
会
に
入
る
時
に
何
に
取
り

組
む
の
か
を
教
員
と
相
談
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
ま
す
。
僕

の
場
合
、
東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
験
施
設
を
拠
点

と
し
て
研
究
を
し
て
い
た
た
め
、
鶴
岡
で
は
、
解
析
の
よ
う

な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
で
き
る
実
験
だ
け
を
し
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
な
ど
の
実
習
が
行
わ
れ
な
い
長
い
期

間
に
は
東
京
に
戻
っ
て
実
験
を
し
、
そ
し
て
ま
た
鶴
岡
に
、

と
い
う
感
じ
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
僕
は
、
東
京
と
鶴
岡
を

行
っ
た
り
来
た
り
し
て
研
究
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
大
変
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も
行
く
価
値
は
あ
り
ま
し
た
ね
。

バ
イ
オ
キ
ャ
ン
プ
生
活
で
は
、お
金
が
か
か
る
の
で
す
か
。

研
修
棟
に
宿
泊
す
る
の
で
家
賃
や
光
熱
費
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
条
件
を
満
た
せ
ば
、
学
習
奨
励
金
な
ど
の
補
助
制
度
も

受
け
ら
れ
ま
す
し
、
僕
の
場
合
は
、
先
端
生
命
科
学
研
究
所

の
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
働
き
な
が
ら
研
究
活
動

を
行
っ
て
い
た
の
で
、
生
活
に
困
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
鶴
岡
は
美
味
し
い
も
の
が
豊
富
で
、
今
よ
り

は
る
か
に
グ
ル
メ
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
鶴
岡
に
行

く
と
な
る
と
、
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
で
す
が
、
こ
れ
だ

け
の
環
境
が
揃
っ
て
い
る
場
所
は
な
か
な
か
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
バ
イ
オ
研
究
の
利
点
と
は
な
ん
だ
と
思
い

ま
す
か
。

バ
イ
オ
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
一
年
生
か
ら
研
究
で
き

る
こ
と
で
す
。
僕
が
Ｓ
Ｆ
Ｃ
を
選
ん
だ
理
由
も
そ
こ
で
す
。

他
の
大
学
で
は
な
か
な
か
そ
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。
研
究
を
始

め
た
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
卒
業
で
す
よ
ね
。
研
究
が
で
き

る
ま
で
何
年
も
待
つ
な
ん
て
、
せ
っ
か
く
大
学
に
入
っ
た
の

に
も
っ
た
い
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
い
ざ
研
究
会
に
入
っ

た
と
し
て
も
、
自
分
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
あ
る
程
度

時
間
を
過
ご
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
で
す
し
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ

の
場
合
は
一
年
生
の
と
き
に
研
究
会
に
入
っ
て
「
こ
こ
は
少

し
違
う
な
」
と
思
え
ば
次
学
期
に
違
う
研
究
会
に
い
け
る
ん

で
す
よ
。
同
様
に
「
こ
の
研
究
テ
ー
マ
は
違
う
な
」
と
思
え

ば
研
究
テ
ー
マ
を
変
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
そ
の

人
の
強
み
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
僕
の
場
合

は
ず
っ
と
一
つ
の
研
究
会
に
い
ま
す
が
、
研
究
テ
ー
マ
を
何

回
も
変
え
て
い
て
、一
年
や
っ
て
、ま
た
違
う
こ
と
や
っ
て
、

ま
た
一
年
後
違
う
こ
と
や
っ
て
…
…
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
、

や
っ
と
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
こ
れ

ま
で
や
っ
て
い
た
テ
ー
マ
と
全
然
違
っ
て
い
て
も
、
そ
の
経

験
は
決
し
て
無
駄
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
年
生
か
ら
研
究
す
る
と
な
る
と
知
識
が
足
り
な
い

こ
と
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
ど
の
よ

う
に
研
究
を
進
め
て
い
く
の
で
す
か
。

基
本
背
伸
び
で
す
。
あ
る
研
究
を
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
教

授
に
は
知
識
で
は
絶
対
に
敵
わ
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で

も
そ
の
教
授
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
よ

う
と
頑
張
る
こ
と
は
で
き
ま
す
よ
ね
。

冨
田
先
生
は
研
究
に
つ
い
て
、
ス
キ
ー
を
初
心
者
コ
ー
ス

か
ら
や
る
か
、
最
初
か
ら
山
の
て
っ
ぺ
ん
ま
で
連
れ
て
い
か

れ
て
降
り
な
が
ら
覚
え
る
か
と
い
う
例
え
を
出
し
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
研
究
を
一
年
生
の
う
ち
か
ら
始
め
る
の
は
大
変

で
す
が
、
つ
い
て
い
こ
う
と
そ
れ
だ
け
必
死
に
な
り
ま
す
よ

ね
。
頑
張
っ
て
背
伸
び
を
し
て
い
れ
ば
、
本
当
に
力
が
つ
い

て
き
ま
す
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
バ
イ
オ
に
は
、
最
初
か
ら
山
の
て
っ
ぺ

ん
に
行
き
た
い
人
の
た
め
の
環
境
は
整
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。バ

イ
オ
キ
ャ
ン
プ
に
行
こ
う
か
ど
う
か
、
迷
っ
て
い

る
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

バ
イ
オ
キ
ャ
ン
プ
は
思
い
切
っ
て
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
の
研
究
ス
タ
イ
ル
が
見
ら

れ
る
の
で
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
が
整
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
飛
び
込
め
ば
、
ま
ず
は
楽
し
い
し
、
学
習

奨
励
制
度
も
あ
る
の
で
「
こ
れ
は

や
る
し
か
な
い
」
と
自
分
を
追
い

込
ん
で
研
究
に
没
頭
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
迷
っ
て
い
る
人
が
い

た
ら
「
行
き
な
」
と
言
い
た
い
で

す
ね
。

山本 - エヴァンス 楠
(Daniel Evans-Yamamoto)
政策・メディア研究科修士課程
先端生命科学研究会 ( 冨田研究会 )
所属

文 : 長尾 佳寿美
写真：遠藤 隆太

バ
イ
オ
キ
ャ
ン
プ
に
行
く
ま
で
の
流
れ
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。　

僕
が
バ
イ
オ
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
の
は
、
学
部
二
年
生
の

春
学
期
と
学
部
三
年
生
の
秋
学
期
で
し
た
。
バ
イ
オ
キ
ャ
ン

プ
に
は
一
学
期
だ
け
行
く
タ
イ
プ
と
、
一
年
間
行
く
タ
イ
プ

が
あ
る
ん
で
す
が
、
自
分
の
場
合
は
例
外
的
に
一
年
で
行
く

タ
イ
プ
を
半
年
ず
つ
に
分
け
て
行
き
ま
し
た
。「
鶴
岡
で
の

学
び
や
す
さ
」
が
僕
の
バ
イ
オ
キ
ャ
ン
プ
に
行
く
動
機
で
し

た
。
誘
惑
の
多
い
東
京
で
勉
強
だ
け
に
専
念
す
る
の
は
、
結

構
難
し
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
も
鶴
岡
に
行
く
と
み
ん
な

が
研
究
を
す
る
た
め
に
集
ま
っ
て
い
て
、
そ
う
い
っ
た
人
た
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先
端
研
と
し
て
は
じ
め
て 

「
人
」
を
相
手
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

先
端
研
キ
ャ
ン
パ
ス
セ
ン
タ
ー
棟
の
二
階
、
致
道
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
と
呼
ば
れ
る
図
書
館
の
中
に「
か
ら
だ
館
」は
あ
る
。

約
千
五
百
冊
が
並
ぶ
本
棚
に
は
、「
生
き
方
」
や
「
が
ん
治

療
全
般
」
な
ど
、
一
般
的
な
図
書
館
で
は
見
る
こ
と
の
な
い

分
類
で
資
料
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
鶴
岡
市
民
に

向
け
て
、
健
康
に
関
す
る
本
を
中
心
と
し
た
情
報
提
供
を
は

じ
め
、
健
康
大
学
と
よ
ば
れ
る
講
座
を
主
催
す
る
な
ど
の
活

動
を
行
な
っ
て
い
る
。

今
は
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
を
中
心
と
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
イ

オ
か
ら
ウ
ェ
ッ
ト
バ
イ
オ
ま
で
様
々
な
も
の
を
研
究
対
象
と

し
て
い
る
先
端
研
だ
が
、
開
設
当
初
は
大
量
の
デ
ー
タ
解
析

を
中
心
と
し
た
ド
ラ
イ
バ
イ
オ
研
究
の
み
を
行
っ
て
い
た
。

し
か
し
研
究
内
容
が
想
像
し
難
い
ド
ラ
イ
バ
イ
オ
研
究
だ
け

で
は
、
鶴
岡
市
民
に
研
究
の
有
用
性
に
対
す
る
理
解
を
得
に

く
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
「
目
に
見
え
る
カ
タ
チ
で
市
民

へ
の
貢
献
を
し
た

い
」
と
い
う
想
い

か
ら
、
先
端
研
の

所
長
で
あ
る
冨
田

勝
先
生
（
環
境
情

報
学
部
教
授
）は
、

鶴
岡
で
在
宅
医
療

を
中
心
と
し
た
研

究
活
動
を
し
て
い

た
秋
山
先
生
に
ア

イ
デ
ア
を
求
め

た
。「
当
時
の
鶴
岡
で
は
、
医
者
の
言
う
ま
ま
に
治
療
を
受

け
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
患
者
が
多
く
、
も
っ
と
情
報
を
得

た
上
で
納
得
し
て
治
療
を
選
べ
る
よ
う
環
境
を
改
善
す
る
必

要
を
感
じ
て
い
た
」
と
秋
山
先
生
は
話
す
。
そ
う
し
た
状
況

を
打
開
し
よ
う
と
い
う
二
つ
の
想
い
が
重
な
り
、
二
〇
〇
七

年
十
一
月
に
か
ら
だ
館（
当
時
は
が
ん
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

は
開
設
さ
れ
た
。
先
端
研
と
し
て
は
初
め
て
人
を
相
手
に
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。

「
話
す
」
を
通
じ
て
患
者
を
元
気
に
す
る

か
ら
だ
館
の
活
動
の
一
つ
に
「
に
こ
に
こ
倶
楽
部
」
と
い

う
も
の
が
あ
る
。
に
こ
に
こ
倶
楽
部
は
月
に
一
度
、
が
ん

の
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
な
ど
が
集
っ
て
懇
談
す
る
「
ピ

ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」（
ピ
ア=

仲
間
）
と
呼

ば
れ
る
場
だ
。
実
は
秋
山
先
生
自
身
も
数
年
前
に
が
ん
を
患

い
、
こ
の
に
こ
に
こ
倶
楽
部
で
参
加
者
に
元
気
づ
け
ら
れ
た

と
い
う
。
患
者
さ
ん
が
に
こ
に
こ
倶
楽
部
を
通
し
て
元
気
に

な
る
理
由
は
何
か
。
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。「
こ
こ
で

は
自
分
が
辛
い
状
況
に
あ
る
と
き
、
少
し
前
に
同
じ
よ
う
な

境
遇
に
あ
っ
た
人
が
回
復
し
て
元
気
に
な
っ
て
い
た
り
、
前

向
き
に
生
き
て
い
た
り
す
る
姿
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
う
す
る
と
見
通
し
が
な
く
て
八
方
塞
が
り
な
状
況

に
、
一
点
の
光
が
見
え
て
く
る
。
先
に
は
希
望
が
持
て
る
ん

だ
と
い
う
気
づ
き
、
勇
気
が
得
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
」
と

話
し
て
く
れ
た
。
な
か
に
は
、
涙
な
が
ら
に
辛
さ
を
訴
え
て

い
た
方
が
、
毎
月
毎
月
参
加
す
る
ご
と
に
元
気
に
な
っ
て
い

き
、
や
が
て
自
分
が
患
者
の
方
々
を
支
え
る
側
に
回
り
た
い

と
い
っ
た
方
も
い
た
と
い
う
。「
病
は
気
か
ら
」
と
い
う
言

葉
に
表
さ
れ
る
よ
う
に
病
気
の
改
善
に
は
精
神
面
の
サ
ポ
ー

ト
が
不
可
欠
だ
。
こ
の
活
動
で
は
当
事
者
の
方
が
ピ
ア
と
出

会
い
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
で
気
持
ち
が
楽
に
な
る
。
ま
さ
に

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
場
で
あ
る
。

か
ら
だ
館
を
通
し
て
目
指
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

人
は
自
分
を
取
り
巻
く
環
境
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

生
き
て
い
る
。
患
者
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
解
き
ほ
ぐ

し
て
い
く
と
、
本
質
的
な
と
こ
ろ
は
病
気
そ
の
も
の
で
は
な

く
環
境
の
部
分
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
う
し
た
人
を
元
気

に
す
る
た
め
に
は
、
環
境
自
体
を
良
く
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
か
ら
だ
館
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
患
者
さ
ん
当

人
だ
け
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん
を
取
り
巻
く
環
境
を
包
括
的

に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
段
階
に
来
て
い
る
と
い
う
。

高
齢
化
の
進
行
を
は
じ
め
、
問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
う
今

日
。
様
々
な
世
代
に
お
い
て
、
個
々
の
助
け
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
が
大
き
く
な
る
一

方
で
、
そ
の
サ
ポ
ー

ト
や
解
決
に
費
や
せ

る
資
源
は
限
ら
れ
て

い
る
。
昔
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
中
に
家
族

や
地
域
と
い
っ
た
、

血
縁
、
地
縁
が
色
濃

く
存
在
し
、
そ
こ
に

い
る
人
た
ち
同
士
で

助
け
合
え
る
環
境
が

あ
っ
た
。
し
か
し
個

人
化
が
進
む
現
代
で

は
、
そ
う
い
っ
た
絆
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も
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
秋
山
先
生
は

「
昔
に
戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
新
し
い
形
で
人
と

人
が
繋
が
っ
て
、
助
け
合
い
、
み
ん
な
で
高
め
あ
う
。
そ
れ

で
い
て
居
心
地
が
良
い
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
（
か
ら
だ

館
か
ら
）
つ
く
っ
て
い
け
た
ら
良
い
の
か
な
」
と
話
す
。

市
民
と
先
端
研
で
つ
く
る
健
康
な
都
市
「
鶴
岡
」

先
端
研
が
鶴
岡
の
地
に
で
き
て
早
十
八
年
。
Ｈ
Ｍ
Ｔ

（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
株
式

会
社
）
の
上
場
やSpiber

株
式
会
社
に
よ
る
人
工
ク
モ
糸

大
量
生
成
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
先
端
研
は
さ
ま
ざ
ま
な

成
果
を
残
し
て
き
た
。
二
〇
一
三
年
か
ら
は
、
武
林
亨
先
生

（
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
委
員
長
）が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ

て
「
鶴
岡
み
ら
い
健
康
調
査
（
鶴
岡
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
コ
ホ
ー

ト
研
究
）」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
か
ら
だ
館
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
の
研
究
は
、
鶴
岡
市
民
約
一
万

人
を
対
象
に
二
五
年
間
に
わ
た
り
、
血
液
と
尿
、
質
問
票
を

通
し
て
病
気
の
予
防
の
た
め
の
調
査
を
し
て
い
く
も
の
だ
。

秋
山
先
生
も
「
先
端
研
は
バ
イ
オ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
予

防
医
療
や
社
会
科
学
分
野
も
含
め
て
研
究
の
幅
が
広
が
る
」

と
話
す
。
先
端
研
と
鶴
岡
の
つ
な
が
り
が
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
健
康
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
変
え
て
い
く
か
も
し
れ
な

い
。

文・写真 : 遠藤 隆太

誰でも気軽に健康に関する情報を得ることができる。

健康大学の様子。終始市民の笑顔が絶えなかった。一番左が秋山先生。

秋山 美紀（あきやま・みき）
環境情報学部教授、慶應義塾大学先端生命科学研究所「からだ館」プロジェクトリーダー
専門は、ヘルスコミュニケーション（健康・医療分野のコミュニケーション）

鶴岡を Well-being にする
先端生命科学研究所を中心としたまちづくり
慶應義塾大学先端生命科学研究所（以下先端研）を中心としたバイオの研究で有名な鶴岡。しかし鶴岡で
はバイオ以外の分野で研究活動を行っている教員たちもいることを忘れてはならない。コミュニティヘル
スを通じて鶴岡を豊かにする活動を行う、からだ館プロジェクトリーダーの秋山美紀環境情報学部教授の
お話を基に編集部で、秋山先生が行なっているプロジェクトをまとめた。
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羽
田
空
港

東
京
駅

新
潟
駅

庄
内
空
港

上越新幹線

　飛行機
鶴
岡
駅

いなほ号
約 2 時間 約 2 時間

50 分

720円
カードOK

初
乗
り

深夜割増
午後十時から午前五時まで

　バスまたはタクシー
20 分

70 分

4 時間

合計所要時間
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羽前大山駅

鶴岡駅
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本
海
東
北
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車
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山
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自
動
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本
海
東
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自
動
車
道

至 庄内空港
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赤
川

赤
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鶴岡西

鶴岡

A

B

C

D

E

1 2 3 4 5

鶴岡広域 MAP

1km

N
Google Maps をもとに編集部が作成

鶴岡市役所

JR 羽越本線

日本海

青
龍
寺
川

市中心部

鶴岡市立加茂水族館

サイエンスパーク

山形県唯一の水族館

クラゲを中心とした展示で有名！

湯田川温泉エリア
開湯 1300 年

藤沢周平ゆかりの地

先端生命科学研究所バイオラボ棟をはじめ、
ショウナイホテル・スイデンテラスや

Spiber の本社がある。

鶴ヶ岡城跡エリア
先端生命科学研究所センター棟や、

致道博物館がある。

：空港連絡バス・バス停

鶴岡 JCT

羽黒山方向

月山方向湯殿山方向

至 酒田

至 新潟

鶴岡駅前
多くのバスの発着所であり、
お土産物などを買うにも最適。

湯野浜温泉エリア
開湯 1000 年

日本海に沈む夕陽をみながら温泉に

鶴岡へのアクセス

22

鶴岡の魅力をすこし紹介

週末鶴岡おさんぽ

写真提供：スイデンテラス

Morning! Shonai!

庄内平野をひとりじめ
建築家・坂茂が設計の新ホテル

　昨年９月、鶴岡タウンキャンパス先端生命科学研究所バイオラボ棟のあるサイ
エンスパーク内に新しくできたホテル「ショウナイホテル・スイデンテラス」。
設計は環境情報学部特別招聘教授の坂茂氏。坂氏の作品の象徴とも言える「紙管

（紙で出来た管）」を多く使用し、今までなかったような空間を演出している。ま
た運営する YAMAGATA DESIGN 株式会社は、環境情報学部の卒業生である山中
大介氏が代表をつとめている。まさに「made by SFC」のホテルだ。
　庄内平野を臨むスイデンビューの部屋では、広い窓やテラスからも、庄内の原
風景を堪能できる。空港からも空港連絡バスで 20 分足らずとアクセスも良好だ。

　鶴岡タウンキャンパスより少し離れたところに、庄内三
名湯のひとつである湯田川温泉がある。この温泉にはどの
ような成分が含まれているのだろうか？ と温泉療法につ
いて研究されている村上先生の取材をふと思い出す。
村上慎之介先生（政策・メディア研究科特任助教）

本誌 16 − 17 頁参照

　鶴岡タウンキャンパスバイオラボ棟の近くに、フランス
で修行をされたパティシエの作るケーキ屋さんが存在す
る。フランス出身のガリポン先生が息抜きに通うケーキ屋
さんである。
ガリポン・ジョゼフィーヌ先生（政策・メディア研究科特任助教）

本誌 14 − 15 頁参照

ガリポン先生おすすめ湯田川温泉

KEIO SFC REVIEW 編集部

※イラストはイメージです
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協力：内藤 泰宏 （環境情報学部教授）

SFC_REVIEW68.indd   B5 縦 7 2019/03/16   17:04

新しくできたSFCのバイオ研究拠点
BRAND NEW! "SFC BIO"

2

DRY COTTAGE

WET COTTAGE

　SFCにはバイオ系のコテージは元々ひとつしかなく、バイオの関係者はその建物をコテージと呼んでいま
した。そこに2018年度からウェットバイオが可能なコテージが加わったため、二つを見分けるために新し
い方をウェットコテージ、オリジナルの方をドライコテージと便宜上、呼ぶことになりました。
　ドライバイオという言葉も存在します。一言で述べるならドライバイオとはコンピューターバイオサイエ
ンスのことです。生命現象の根元はDNAの塩基配列である、アデニン（A）、シトシン（C）、グアニン
（G）、チミン（T）によって決定されていますが、その情報がどのように反映されているのかを徹底して
調べる作業はコンピューター上での作業となります。また、細胞の中に存在する様々な代謝反応をモデル化
して、コンピューター上でシミュレーションするといった方法もドライバイオに含まれます。
　ドライコテージには、E-Cellシステムの開発者で細胞シミュレーションの第一人者である冨田勝教授の
他、内藤泰宏教授、鈴木治夫准教授が常駐しています。

　現在のドライコテージの第一の役割は、SFCと
鶴岡をつなぐ機能です。例えば、院ゼミの授業は
鶴岡側とSFC側のバイオに属する全ての修士課程
の学生が参加しており、ポリコムという遠隔会議
システムで中継して行われます　。
　SFC側の学生はドライコテージに集うことにな
ります　。その他、各研究チームごとに遠隔で会
議する際にもドライコテージから鶴岡側につなぐ
ことがほとんどです。

　研究施設としての役割ももちろん担っていま
す。ドライバイオは個々人のための物理的なス
ペースはあまり必要とされないため、教員や学生
が、それぞれ個室にこもって集中して作業ができ
るよう、いくつもの個室に区切られています。個
室ごとにそれぞれ異なった独創的な研究が日々、
行われています。

研究棟
講義棟

厚生棟
鴨池

大学院棟

湘南慶育病院

慶応大学バス停

慶応大学本館前バス停

湘南藤沢中等部・高等部

未来創造塾予定地

WET 
COTTAGE
DRY 
COTTAGE

Google Maps をもとに編集部が作成

2

1
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2 	 1 階の部屋の隅には大量のフリーザー
バイオ実験の試薬やサンプルのほとんどが冷凍条件での保存が基

本。マイナス 80℃まで冷える超低温フリーザーもあります。

5 	 1 階奥は黒田研究会専用のスペース
マイクロインジェクターや動画撮影もできる顕微鏡、実験動物飼育

のための設備などが完備されています。

受精卵に遺伝子を注入する機械「マイクロインジェクター」
マイクロインジェクターはガラス製のとても細い注射器を使って受

精卵に遺伝子を注入するための機械です。なんと 1 台 300 万円。こ
れが 2 台あります。これに使うガラス製の針は手作りで、温度や引っ
張る力を調整することによって、自分たちの実験条件に合致した針の
先端部分の形状をデザインしています。

4 	 カエル部屋
実験動物の飼育部屋で、通称「カエル部屋」です。
カエル部屋とはいってもアフリカツメガエルの他にメダカやウー

パールーパー、イベリアトゲイモリも飼育されています。これらの動
物の卵を実験に使用します。

温度と光を徹底管理
カエル部屋には大きなエアコンが 2 台設置されており、常時 20

度に保たれています。またこの部屋には窓がなく、12 時間おきに自
動で電気がついたり消えたりします。朝の 7 時から夜の 7 時までは
明るく、それ以外の時間帯は暗くしています。そうすることで春先の
産卵期であるようにカエルが錯覚し、一年中卵を産んでくれるのです。

カエルはローテーションで使っていく
カエルはホルモン注射をしてから 12 時間後に卵を産み始め、その

後半日間卵を産み続けてくれます。しかし一度卵を産んだメスは最低
でも 2 ヶ月間休ませる必要があります。とはいえ半年以上休ませて
しまうと過熟卵となり卵の質が落ちてしまいます。そのため、いい頃
合いに卵を使えるよう、プラスチックケースごとに日付を書いて管理
しています。ちなみに卵を産んでもらうために飼育しているためほと
んどはメスで、生殖のために少しだけオスがいます。
＜ひと工夫＞

飼育ケースとなっているプラスチックケースの蓋には穴が空いてお
り、手を汚すことなく倒すだけで水の交換ができます。この装置は黒
田先生考案で有名なカップ焼きそばの湯切り⽅式と似ていることか
ら、ペ〇ング方式とよんでいるそうです。

1F
WET COTTAGE

2F
WET COTTAGE

2 階は渡辺光博研究会のスペースとなっています。
酵素を最適な温度で反応させる機械や顕微鏡などが揃っています。

同研究会は、2017 年に開設された湘南慶育病院においても研究室
を持っていますが、バイオではない分野に興味を持っている学生など
にも SFC の良さを生かした分野横断的な学びができるよう、キャン
パス内にもこうして研究室を持つことで、授業のない時間帯に学生が
ここへ来て、気軽に実験ができるようになっています。

1 階広間には研究スペースが広がっており、遠心分離機や遺伝子発現測定のための機械、血中の脂質やホルモン
を測る機械などが置かれています。バイオ実験ができる教室または共同実験スペースとして利⽤されています。

4

5

5

3

6

1

2

3
3

4

5

1F 共用部 /黒田研究会

1
2

3

4

5

キッチン

フリーザー

実験 /解析機器

黒田研究会スペース（カエル部屋）

黒田研究会スペース（装置）

階段

1

2

3
3

4

5

6

7

6

7

渡辺研究会スペース（装置）

渡辺研究会スペース（作業室）

2F 渡辺研究会

階段

中はこんな感じ
雰囲気はまるで軽井沢のコテージwatch it

ウェットコテージとは SFC のテニスコートの横に
あるウェットバイオの研究施設のことです。

今まで生きものを相手にするウェットバイオの研究は、
イオタ館やタウ館などの部屋を改造したスペースで行わ
れていました。しかし設備上のいろいろな点でウェット
バイオに対応していないことなどから、2018 年 5 月
に新しくこのコテージが開設されました。
　⿊⽥研究会のゼミ⽣と渡辺 ( 光博 ) 研究会ゼミ⽣の多
くが使っている他、「分子健康科学ワークショップ」や「脊
椎動物のボディプラン」など、いくつかの授業でも使わ
れており、ますますの活用が期待されています。

1F
WET COTTAGE

WET
COTTAGE
協力：黒田 裕樹 （環境情報学部准教授） 
　　　渡辺 光博（政策・メディア研究科教授）
文：長尾 佳寿美 イラスト：遠藤 隆太

BRAND NEW!  "SFC BIO"
WET COTTAGE
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湘南慶育病院からはじまる健康のまちづくり
〜世界を変えるまち「遠藤」の未来〜

湘南慶育病院からはじまる健康のまちづくり
〜世界を変えるまち「遠藤」の未来〜

「私がここに来た時の重要なミッションの一つは、『SFC 地区に病院を作ること』だった。」湘南慶育病
院（以下、慶育病院）内のラボでそう談笑するのは、渡辺光博政策・メディア研究科教授だ。慶育病院は、
2017 年 11 月に SFC に隣接して開設された。病床数は 230 床で、内科や外科、眼科などはもちろん
のこと、通常の病院では珍しい「鍼灸外来」や「物忘れ外来」なども備えている。さらに渡辺先生が病院
内に持つラボをはじめ、様々な分野でSFCとの連携も進んでいる。そんな慶育病院内のラボが今後どういっ
た役目を果たすのか。その展望に迫った。

病
院
を
つ
く
る
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
じ
ま
り
は
、
私
と
坪
田
一
男
先
生
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
ヘ

ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス・ラ
ボ
の
共
同
代
表
、医
学
部
教
授
）の「
こ

こ
に
病
院
を
作
ろ
う
か
。
そ
し
て
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
の
拠

点
に
し
よ
う
」
と
い
う
会
話
か
ら
で
し
た
。
だ
か
ら
最
初
に

し
た
の
は
病
院
探
し
か
ら
。
そ
の
過
程
で
出
会
っ
た
の
が
医

療
法
人
社
団
健
育
会
の
理
事
長
で
あ
る
竹
川
節
男
先
生
で
し

た
。
竹
川
先
生
の
「
臨
床
と
研
究
の
両
方
の
場
が
あ
る
病
院

を
作
り
た
い
。
儲
け
は
い
ら
な
い
。
人
生
の
最
後
に
理
想
の

病
院
を
つ
く
る
」
と
い
う
思
い
が
我
々
と
一
致
し
て
慶
育
病

院
は
で
き
ま
し
た
。

病
院
開
設
が
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
空
気
を
変
え
た

Ｓ
Ｆ
Ｃ
が
で
き
た
一
九
九
〇
年
当
初
か
ら
「
健
康
と
文
化

の
森
」
と
い
う
構
想
が
あ
り
、そ
の
具
体
的
な
計
画
と
し
て
、

Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
あ
る
藤
沢
市
遠
藤
地
区
（
以
下
、
遠
藤
）
へ
の
病

院
の
誘
致
と
、
相
鉄
い
ず
み
野
線
の
延
伸
が
挙
が
っ
て
い
ま

し
た
。
け
れ
ど
も
な
か
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
む
気
配
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中
で
慶
育
病
院
の
開
設
は
、
み

ん
な
の
目
の
色
を
変
え
ま
し
た
ね
。「
病
院
が
で
き
れ
ば
、

相
鉄
も
湘
南
台
駅
か
ら
延
伸
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
当
に

何
か
が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
」
っ
て
考
え
る
人
が
増
え
て

き
た
の
で
す
。

と
は
い
え
そ
れ
だ
け
で
は
遠
藤
の
ま
ち
づ
く
り
は
進
み
ま

せ
ん
。
で
は
今
、何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
「
旗
」

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
遠
藤
が
変
わ
る
と
目
の
色
を
変
え
た

人
た
ち
を
団
結
さ
せ
る
た
め
、集
め
る
た
め
の
「
旗
」
で
す
。

例
え
ば
そ
れ
は
、
政
府
の
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
（
注
１
）」

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ
う
い
っ
た
旗
が
揚
が
れ
ば
、
多
様

な
分
野
に
に
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
を
持
つ
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
フ
ル
に
活
か
せ
、
地
域
と
も
協
力
し
な
が
ら
こ
れ

ま
で
な
か
っ
た
よ
う
な
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

し
て
世
界
に
広
げ
て
人
類
の
幸
せ
に
結
び
つ
く
と
思
う
ん
で

す
。
こ
こ
遠
藤
か
ら
世
界
に
…
…
私
は
残
り
の
人
生
を
こ
れ

に
賭
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

慶
育
病
院
か
ら
は
じ
ま
る
日
本
の
未
来

病
院
が
で
き
た
今
、
私
が
最
終
的
に
実
現
し
た
い
こ
と
は

Ｓ
Ｆ
Ｃ
・
慶
育
病
院
を
中
心
と
し
た
「
理
想
と
す
る
健
康
の

ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
今
、
私
は
病
院
内
ラ
ボ
を
拠
点
に
が

ん
を
ゼ
ロ
に
す
る
研
究
や
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
発
症
を
少

な
く
と
も
遅
ら
せ
る
研
究
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
加
齢
に
よ

る
筋
肉
量
減
少
）
の
研
究
な
ど
未
病
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

１
２
０
歳
ま
で
健
康
寿
命
を
掲
げ
た
研
究
の
た
め
、
企
業
と

も
連
携
し
新
た
な
臨
床
研
究
も
は
じ
め
て
い
ま
す
。
開
設
当

初
か
ら
、
単
に
基
礎
研
究
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、
基
礎
研
究

か
ら
臨
床
研
究
を
同
じ
場
所
で
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
と
い

う
強
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、こ
こ
遠
藤
に
、

慶
應
義
塾
大
学
病
院
か
ら
若
い
優
秀
な
ド
ク
タ
ー
を
次
々
迎

え
入
れ
る
こ
と
で
、
彼
ら
が
診
察
を
し
な
が
ら
院
内
ラ
ボ
で

研
究
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
思
い

に
賛
同
す
る
企
業
を
誘
致
し
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
を

つ
く
り
、
慶
育
病
院
を
神
奈
川
は
も
ち
ろ
ん
日
本
の
、
さ
ら

に
は
世
界
の
「
健
康
情
報
発
信
基
地
」
に
し
た
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
国
内
外
の
一
流
研
究
者
に
も
ど
ん
ど
ん
院

内
ラ
ボ
に
来
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
内
装
も
そ

れ
を
意
識
し
て
設
計
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
遠
藤
に
、
理
想
と
す
る
健
康
の
ま
ち
を
つ
く
ろ

う
と
企
て
て
い
ま
す
。
定
年
後
に
も
農
業
を
し
な
が
ら
住
民

同
士
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、日
常
を
楽
し
め
た
り
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
を
体
験
で
き
た
り

す
る
空
間
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

手
立
て
を
使
い
、
遠
藤
に
後
世
に
残
る
素
晴
ら
し
い
ま
ち
を

作
れ
ば
、日
本
の
他
の
様
々
な
ま
ち
が
こ
こ
を
手
本
に
し
て
、

日
本
が
変
わ
り
ま
す
。
世
界
が
注
目
し
て
い
る
高
齢
化
社
会

の
ト
ッ
プ
で
あ
る
日
本
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
ま
ち
を
創

れ
る
な
ら
、
世
界
が
そ
れ
に
追
随
し
ま
す
。
そ
し
て
、
や
が

て
そ
れ
は
次
世
代
の
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
繋
が
る
と
思
う

の
で
す
。

だ
け
ど
忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
の
は
「
し
っ
か
り
と
し
た
も

の
を
創
る
に
は
、
基
礎
か
ら
時
間
を
か
け
、
じ
っ
く
り
と
練

り
上
げ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
決
め
た
ら
迷
わ
ず

突
き
進
む
」
と
い
う
こ
と
。
私
の
や
り
方
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
私
の
人
生
、
い
つ
も
そ
う
で
し
た
。

渡辺 光博
( わたなべ • みつひろ )
政策・メディア研究科教授
兼環境情報学部
医学部内科・眼科学兼担教授
専門は、ヘルスサイエンス、
アンチエイジング、代謝疾患、
栄養医学、予防医学 

文・写真・図版 : 遠藤 隆太

注 1）スーパーシティ構想：最先
端技術を活用し、第四次産業革命後
に、国民が住みたいと思う、より良
い未来社会を包括的に先行実現する
ショーケースを目指した都市。（内
閣府資料より）

　基礎研究から臨床研究まで同
じ場所ででき、若いドクターが
診察しながら研究もできる施設
として慶育病院内に開設され
た。整った設備やのびのびとし
た空間、こだわりの内装が、実
験環境を快適にしている。

アンチエイジングの実験に使用するハエ

最新型のフリーザー

鮮やかな壁の色が特徴のエントランス

冒険スキーヤー、三浦雄一郎さんのスキー板

初公開・院内ラボ
（渡辺光博研究会）

渡辺光博先生が目指す
「健康のまちづくり」への道

慶育病院の
誘致

基礎研究から
臨床研究までの
流れづくり

院内ラボでの

健康情報発信基地

神奈川の、
さらに日本の、世界の

相鉄いずみ野線延伸と
新幹線新駅開設と
そして両者の結合

5
健康の

まちづくり

4

3
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1

現
実
に
で
す
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と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
頃
で
、
マ
ッ
キ
ン

ゼ
ー
で
も
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
区
で
は
じ
め
て
の
実
例
で

し
た
。

研
究
者
と
し
て
の
道
に
戻
ろ
う
と
さ
れ
て
か
ら
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
に
入
っ
た
四
年
目
の
年
に
二
週
間
休

み
を
と
っ
て
、
出
願
の
た
め
に
必
要
な
試
験
を
短
期
間

で
受
け
、
恩
師
に
推
薦
状
を
書
い
て
も
ら
い
、
出
願
し

ま
し
た
。
脳
神
経
科
学
を
や
る
の
は
い
い
考
え
だ
が
、

ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
以
外
は
受
け
る
な
と
言
う
恩
師
の
す

す
め
通
り
、
ま
と
め
て
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
当
時
ト
ッ

プ
３
に
入
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
に
あ
る
イ
エ
ー

ル
大
学
院
の
領
域
横
断
型
の
脳
神
経
科
学Ph.D

.

プ

ロ
グ
ラ
ム
か
ら
オ
フ
ァ
ー
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
入
っ
て
み
て
わ
か
っ
た
の
は
外
国
人
は
百
人
に
一

人
も
受
け
入
れ
て
な
か
っ
た
の
で
本
当
に
幸
運
で
し

た
。「僕

は
日
本
に
は
戻
ら
な
い
。
必
ず
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
に
な
る
ん
だ
」
と
強
い
決
意
で
出
て
い
き
ま
し

た
。
入
学
し
て
想
定
と
違
う
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
し

た
。
僕
は
修
士
を
持
っ
て
い
る
の
で
三
年
く
ら
い
で

Ph.D
.

（
博
士
号
）
を
取
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
は
七
、八
年
か
か
る
学
生

が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
い
る
ん
で
す
よ
。
調
べ
て
み
た
ら
五
年
で

Ph.D
.

を
と
る
学
生
は
一
〜
二
割
、
平
均
は
七
年
近

か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
五
年
で
出
よ
う

と
考
え
、
決
ま
り
で
あ
る
三
つ
の
研
究
室
で
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
自
分
は
あ
る
ラ
ボ
に
所
属
し
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
ラ
ボ
の
ボ
ス
と
ど
う
し
て
も
そ
り
が

合
わ
な
く
て
、
結
局
十
ヶ
月
後
に
や
め
て
し
ま
っ
た
ん

で
す
。
す
で
に
二
年
あ
ま
り
た
っ
て
い
ま
し
た
。

宅
さ
ん
、
数
年
で
い
い
か
ら
、
う
ち
で
気
晴
ら
し
し
た

ら
ど
う
で
す
か
。
頭
も
鍛
え
ら
れ
て
、
い
い
経
験
に
な

り
ま
す
よ
」
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。「
ま
あ
二
、三
年
な
ら

い
い
か
」
と
思
っ
て
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
に
就
職
し
ま
し

た
。
時
代
で
す
。

マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
で
は
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ

て
い
た
の
で
す
か
。

も
と
も
と
僕
は
人
間
の
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
、
す
な
わ

ち
何
か
を
経
験
し
た
時
に
何
を
ど
う
感
じ
る
か
、
そ
れ

は
ど
う
し
て
な
の
か
、
っ
て
こ
と
に
興
味
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
る
人
が
あ
る
人
で
あ
る
の
は
、
そ
の
人
が
そ
の

人
な
り
に
感
じ
る
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー

に
入
っ
て
み
る
と
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と

い
う
べ
き
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
領
域
と
出
会
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
ブ
ラ
ン
ド
に
て
こ
入
れ
を
し
た
り
、
そ
の
延
長

で
新
商
品
開
発
を
す
る
仕
事
を
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ

は
ま
さ
に
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
的
課
題
で
し
た
。
も
と
も

と
ず
っ
と
考
え
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
の
で
ハ
マ
り
が
良

か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
超
う
ま
く
い
っ
ち
ゃ
っ
た
ん

で
す（
笑
）。
こ
れ
ま
で
感
覚
的
に
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
こ
と
ご
と
く
分
析
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
ら
見
え
て

い
な
か
っ
た
こ
と
や
ト
レ
ン
ド
、
狙
い
所
が
次
々
に
見

つ
か
り
ま
し
た
。

結
果
、
そ
こ
で
の
自
分
の
仕
事
が
立
て
続
け
に
当

た
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
。
一
年
目
か
ら
オ
フ
ィ
ス
で

一
番
名
誉
あ
る
賞
の
一
等
賞
を
頂
き
、
二
年
目
で
は
通

常
出
な
い
更
に
上
の
特
賞
ま
で
頂
き
驚
き
ま
し
た
。
そ

の
あ
た
り
で
「
そ
ろ
そ
ろ
自
分
は
サ
イ
エ
ン
ス
に
戻
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
言
う
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
基
幹
系
の
デ
ー
タ
を
最
初

に
触
っ
て
活
用
し
た
の
も
そ
の
時
代
で
す
。
Ｃ
Ｒ
Ｍ
や

た
だ
幸
い
百
十
人
も
の
Ｐ
Ｉ
を
抱
え
た
全
米
最
大
級

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
の
で
（
採
用
す
る
学
生
は
年
に

約
十
人
）、
そ
れ
か
ら
三
十
ほ
ど
研
究
室
を
回
っ
て
、

博
打
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
大
学
に
き
た
ば
か
り

の
僕
と
数
歳
し
か
違
わ
な
い
Ｐ
Ｉ
と
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン

（
技
術
者
）
一
人
だ
け
の
研
究
室
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

こ
こ
に
賭
け
て
み
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
空
想
科
学

小
説
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
筋
が
通
っ
て
い
る
よ
う
に
思
っ
た
か
ら
で
す
。

た
だ
、
こ
れ
が
あ
ま
り
に
も
分
野
横
断
的
で
、
な
お

か
つ
リ
ス
キ
ー
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
の
で
、
幸
い

大
学
に
揃
っ
て
い
た
各
必
要
分
野
の
世
界
の
ト
ッ
プ
研

究
者
を
一
人
ひ
と
り
口
説
き
、
僕
のThesis 

com
m

ittee

（
博
士
審
査
委
員
会
）
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
で
、
こ
の

com
m

ittee

と
「
そ
の
ア
イ
デ
ア
は
確
か
に
科
学
的

に
や
る
価
値
が
高
い
。
本
当
に
研
究
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

に
成
功
し
、
五
十
の
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
ト
（
遺
伝
的
に
組

み
替
え
た
合
成
蛋
白
）
の
作
成
と
テ
ス
ト
を
ト
ラ
イ
し

て
そ
れ
で
も
だ
め
な
らPh.D

.

に
値
す
る
」
と
握
っ

た
上
で
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
最
速
二
年
間
で
五
十
全

て
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、

な
ん
と
半
年
く
ら
い
で
、当
た
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
。

当
時
毎
日
の
よ
う
に
遺
伝
子
を
組
み
換
え
、
並
行
し
て

膨
大
な
電
気
的
、
光
学
的
な
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ

を
触
っ
て
い
ま
し
た
が
、
更
に
半
年
い
ろ
い
ろ
や
っ
た

ら”Kaz, you are done”

とchair

に
言
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
、
三
年
九
ヶ
月
く
ら
い
でPh.D

.

が
取
れ
て
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時
、
そ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
の
最
短
記
録
で
し
た
。

そ
の
あ
と
も
ポ
ス
ド
ク
と
し
て
研
究
し
て
い
た
の
で

す
が
、9.11

の
テ
ロ
の
後
、
非
常
に
ス
ト
レ
ス
フ
ル

ど
の
よ
う
な
大
学
院
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
す
か
。

修
士
課
程
は
、
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
生

物
化
学
専
攻
と
い
う
と
こ
ろ
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
奨

学
金
を
二
つ
も
ら
っ
て
い
た
の
で
す
が
そ
れ
で
も
足
り

な
く
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
予
備
校
の
講
師
を
や
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
二
月
と
三
月
っ
て
予
備
校
は
休
み
な
ん

で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
別
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
探
し
て
い
た

ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
た
ま
た
ま
生
協
に
貼
っ
て
あ
っ

た
ポ
ス
タ
ー
が
目
に
入
っ
た
ん
で
す
。「Spring 

Researcher 

募
集　

給
与
：
五
日
で
八
万
円
」
と
書

か
れ
た
、
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
と
い
う
外
資
の
会
社
か
ら
の

ア
ル
バ
イ
ト
募
集
で
し
た
。
今
で
言
う
と
こ
ろ
の
イ
ン

タ
ー
ン
で
す
ね
。
当
時
の
僕
に
と
っ
て
は
よ
く
分
か
ら

な
い
外
資
の
会
社
で
し
た
が
、
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
い
い

と
、
そ
の
場
で
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
を
出
し
て
、
電
話

を
か
け
て
応
募
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
面
接
で
は
、
他
の
応
募
者
た
ち
が
不
甲
斐

な
か
っ
た
の
で
、
場
を
仕
切
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す（
笑
）。
倍
率
は
五
十
倍
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
し
い
ん

で
す
け
ど
無
事
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
働
い
て
み

た
ら
、
他
の
人
よ
り
ず
っ
と
早
く
終
わ
る
し
、
む
ち
ゃ

く
ち
ゃ
楽
し
く
て
「
自
分
、
こ
の
仕
事
向
い
て
る
わ
」

と
思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
僕
と
マ
ッ

キ
ン
ゼ
ー
の
出
会
い
で
し
た
。

当
時
の
採
用
責
任
者
か
ら
は
有
難
い
こ
と
に
「
研
究

に
疲
れ
た
ら
、
う
ち
へ
遊
び
に
お
い
で
よ
」
と
お
声
が

け
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、「
僕
は
研
究
者
に
な
る
か
ら

関
係
な
い
」
と
そ
の
と
き
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
採
用
担
当
の
方
か
ら
「
セ
ミ
ナ
ー
に
こ
な

い
か
」
と
誘
わ
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。
セ
ミ
ナ
ー
の
後
、

「
ち
ょ
っ
と
軽
い
テ
ス
ト
が
あ
る
の
で
受
け
て
み
な
い

か
」
と
言
わ
れ
て
答
え
た
ん
で
す
。
あ
と
で
考
え
れ
ば

実
際
に
は
適
正
試
験
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
あ
と

パ
ー
ト
ナ
ー
の
人
と
お
会
い
し
な
い
か
と
言
わ
れ
行
き

ま
し
た
。
で
、
二
度
目
に
行
っ
て
帰
っ
て
き
た
ら
ジ
ョ

ブ
オ
フ
ァ
ー
の
留
守
電
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
就
職
活

動
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
こ
の
意
味
自
体
が
よ
く
分

か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が（
笑
）。
そ
う
こ
う
し

て
い
る
う
ち
に
研
究
室
で
あ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
、

す
こ
し
辛
い
な
と
思
っ
て
き
た
ん
で
す
。そ
ん
な
中「
安

安宅 和人
凡人をめざすな

毎年、ＳＦＣにはさまざまな分野の教員が着任する。
新たにやってきたのはどのような教員だろうか。

今号では、安宅和人先生にお話を伺った。
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予備校講師／McKinsey & Company, Inc.
今に繋がるアルバイトの経験

消費者マーケティングに 4年間熱狂的に従事
Mckinsey&Company, Inc.

鈴木寛教授に呼ばれ、SFC の特任教授へ
2018 年秋より環境情報学部教授

脳神経科学者になるために
イエール大学の Ph.D.プログラムとポスドク

Mckinsey&Company, Inc. を経て
Yahoo Japan へ
戦略、データ/ R＆Dを統括
データサイエンティスト協会も立ち上げ
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やることは変わってくる。
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い
こ
と
を
や
る
と
い
う
非
常
に
強
い
意
志
を
持
っ
て
作

ら
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
か
ら
で
す
か
ね
。
だ
か
ら
皆
さ

ん
は
「G

eek

の
巣
窟
」
に
い
る
と
い
う
こ
と
に
誇
り

を
持
っ
た
方
が
い
い
。”G

o W
ild”

で
す
。
三
田
キ
ャ

ン
パ
ス
が
日
本
の
経
済
界
の
人
材
輩
出
の
中
心
で
あ
る

一
方
、
で
も
そ
の
オ
ー
ル
ド
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
原
点
オ
ブ

原
点
の
慶
應
義
塾
か
ら
Ｓ
Ｆ
Ｃ
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
面

白
さ
が
あ
る
ん
で
す
。
慶
應
義
塾
は
ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
に
お
い
て
も
中
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で 三田キャンパスを指差して SFC について話す安宅先生

で
き
れ
ば
素
晴
ら
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

そ
れ
に
加
え
て
こ
れ
ま
で
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
僕
が
行
な
っ
て

き
た
講
義
を
教
科
書
化
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

あ
り
ま
す
。
日
本
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
雛
形

に
な
る
可
能
性
は
そ
れ
な
り
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す

し
、
な
ら
な
い
に
し
て
も
普
通
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い

よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
一
般
市
民

に
広
げ
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
す
。
も
ち
ろ
ん
教
科
書

を
読
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
身
に
付
く
も
の
で
も

な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
い
い
か
ら
出
す
価
値
は
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
し
く
デ
ー
タ
可
視
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
大
量
デ
ー
タ
を
可
視

化
で
き
る
人
材
を
ど
う
育
て
る
か
を
研
究
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
実
践
し
な
が
ら
人
材
を
鍛
え
て
い
く

た
め
の
正
し
い
方
法
を
研
究
す
る
ん
で
す
よ
。
学
生
が

「
モ
ル
モ
ッ
ト
」
的
に
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
す
る

わ
け
で
す
ね
。
で
も
こ
の
よ
う
な
フ
ェ
ー
ズ
が
一
番
面

白
い
で
す
よ
。
な
に
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
形
に
な
っ
て

い
く
過
程
が
一
番
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ｓ
Ｆ
Ｃ
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｓ
Ｆ
Ｃ
と
い
う
キ
ャ
ン
パ
ス
は
も
の
す
ご
く
特
別
な

レ
ガ
シ
ー
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
こ
ん
な
に

ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
貢
献
し
た
空
間
は
日
本
で
唯
一

無
二
で
す
。
こ
れ
は
面
白
い
話
で
、
二
〇
一
六
年
十
一

月
号
の
「
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ビ
ュ
ー
」（
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
で
「
次
代
を
拓
く
20
人
の
リ
ー
ダ
ー

を
選
出　

Ｕ-

40
の
経
営
者
20
人
」
と
い
う
記
事
が

あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
な
ん
と
そ
の
二
十
人
の
う
ち
、
五

人
が
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
卒
業
生
だ
っ
た
ん
で
す
。
や
は
り
新
し

す
。そ

れ
と
「
す
ご
く
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
今

や
れ
」
で
す
ね
。
世
の
中
で
真
に
や
ば
い
こ
と
始
め

る
人
っ
て
い
う
の
は
極
端
に
若
い
人
に
集
中
し
て
い
る

ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
は
結
構
重

大
で
す
。
若
さ
は
失
わ
れ
て
い
く
資
産
な
ん
で
す
。
だ

か
ら
燃
え
尽
き
る
前
に
燃
や
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
で

す
よ
。
五
年
や
十
年
く
ら
い
経
験
し
て
か
ら
や
ろ
う
と

い
う
発
想
は
今
す
ぐ
捨
て
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。
そ
の

た
め
の
リ
ソ
ー
ス
が
足
り
な
い
の
で
あ
れ
ば
大
学
も
あ

る
し
、
慶
應
義
塾
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
使
い
倒

し
て
、
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
「
こ
れ
か
ら
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
」

を
仕
掛
け
て
つ
く
っ
て
頂
け
れ
ば
素
晴
ら
し
い
な
と
思

い
ま
す
。

安宅 和人
（あたか・かずと）
環境情報学部教授
専門は、データ× AI 時代の基礎教
養・戦略立案、技術・デザインを包
括した戦略立案、新商品・事業開発

文 : 長尾 佳寿美
イラスト・写真：遠藤 隆太

な
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
友
達
の
多
く
と
は
連
絡
が
取

れ
ず
、
そ
こ
ら
中
に
兵
隊
が
い
て
、
街
は
半
分
戒
厳
令
。

苦
痛
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
ま

た
悪
魔
の
誘
い
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
の
Ｍ
社
の
方

か
ら（
笑
）。
苦
労
し
て
学
位
を
と
っ
た
の
に
ど
う
し

て
こ
う
な
っ
ち
ゃ
う
の
か
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
も
う
こ

こ
に
い
た
ら
精
神
が
持
た
な
い
と
思
っ
て
日
本
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
六
年
半（
計
十
一
年
）ほ
ど
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー

で
仕
事
を
し
、
モ
バ
イ
ル
ペ
イ
メ
ン
ト
や
電
子
マ
ネ
ー

を
作
っ
た
り
、
二
十
五
年
右
肩
下
が
り
の
市
場
の
再
生

な
ど
し
て
い
る
う
ち
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
区
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
小
売
研
究
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
の
一

人
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
知
人
の
紹
介
で
ヤ
フ
ー
株
式
会
社

の
創
業
社
長
で
あ
る
井
上
雅
博
さ
ん
に
会
い
ま
し
た
。

「
社
長
室
長
み
た
い
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
作
る
か
ら
き
て

く
れ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
オ
フ
ァ
ー
と
い
う

の
は
前
任
者
の
い
る
仕
事
が
通
常
で
、
会
社
が
自
分
の

た
め
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
作
っ
て
く
れ
る
な
ん
て
、
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
妻
に
も
相
談
し
て
、
そ

の
誘
い
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
、
入
社
後
、
検
索
に

関
す
る
歴
史
的
な
デ
ィ
ー
ル
な
ど
様
々
な
大
仕
事
を
し

ま
し
た
。

四
年
半
ほ
ど
立
っ
た
と
こ
ろ
で
宮
坂
社
長
体
制
に
変

わ
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
（Chief Strategy O

ffi
cer

）
に
な
り

ま
し
た
。
全
社
戦
略
系
の
お
仕
事
だ
け
で
な
く
、
デ
ー

タ
部
門
や
研
究
開
発
部
門
を
束
ね
直
し
、
統
括
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。Yahoo! JAPAN

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

レ
ポ
ー
ト
を
立
ち
上
げ
た
り
、
更
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時

代
の
人
材
が
足
り
な
す
ぎ
る
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、

Ｓ
Ｆ
Ｃ
初
期
の
卒
業
生
で
あ
る
ブ
レ
イ
ン
パ
ッ
ド
の
草

野
隆
史
さ
ん
ら
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
協
会
を
作
り
世

界
初
の
ス
キ
ル
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
る
な
ど
い
ろ
い

ろ
仕
掛
け
て
い
る
う
ち
に
、
数
多
く
の
国
の
デ
ー
タ
×

Ａ
Ｉ
時
代
の
再
興
戦
略
立
案
や
人
材
開
発
検
討
に
引
き

込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
当
時
ヤ
フ
ー
の
副
社
長
だ
っ
た
川

邊
さ
ん
（
現
社
長
）
の
も
と
に
、
鈴
木
寛 

文
部
科
学

大
臣
補
佐
官
（
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
教
授
）
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

に
つ
い
て
ヤ
フ
ー
と
共
同
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
れ
な

い
か
と
い
う
ご
相
談
で
し
た
。「
ち
ょ
っ
と
考
え
て
も

ら
え
ま
せ
ん
か
。
特
任
教
授
で
ク
ラ
ス
を
や
っ
て
頂
く

用
意
を
す
る
の
で
」
と
。
そ
れ
が
二
〇
一
五
年
の
年

末
。
そ
の
ま
ま
二
〇
一
六
年
の
春
か
ら
教
え
る
こ
と

に
な
り
、
二
〇
一
八
年
の
秋
か
ら
は
か
ね
て
か
ら
ご
相

談
さ
れ
て
い
た
研
究
会
も
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、

環
境
情
報
学
部
の
教
授
と
な
り
ま
し
た
。

研
究
会
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

研
究
会
は
「
ア
タ
カ
＆
カ
ン
パ
ニ
ー
（
ア
タ
カ
と
仲

間
た
ち
）」
方
式
で
回
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
僕
の

抱
え
て
い
る
山
の
よ
う
な
案
件
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し

て
や
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
現
在
、
全
部
で
五
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
（
図
１
参
照
）。

一
つ
は
「
風
の
谷
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

今
も
の
す
ご
い
勢
い
で
世
界
的
に
都
市
へ
の
集
中
が
進

ん
で
、
そ
れ
に
伴
い
多
く
の
地
方
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
の
ま
ま
都
市
集
中
型
の
未
来
し
か
描
け
な
い
と
、

映
画
「
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
」
の
よ
う
な
「
巨
大
都
市

集
中
型
」
な
未
来
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。

「
ど
う
し
て
僕
ら
に
は
自
然
の
中
で
豊
か
に
生
き
る

オ
プ
シ
ョ
ン

が
残
さ
れ
な

い
ん
だ
ろ
う
」

と
い
う
本
質

的
な
疑
問
を

持
っ
て
い
て
、

こ
れ
は
僕
ら

の
世
代
で
タ

ネ
を
蒔
い
て

い
く
必
要
が

あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と

思
っ
て
い
ま

す
。
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
用

い
て
人
間
が

自
然
と
と
も

に
豊
か
に
暮
ら
す
オ
プ
シ
ョ
ン
を
作
る
、
都
市
化
す
る

未
来
に
対
す
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
を
作
る
、
と
い
う
足

の
長
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
お
け
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

教
育
の
テ
コ
入
れ
と
、
そ
の
た
め
の
検
討
で
す
。
研
究

会
の
学
生
に
世
界
中
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
や
Ｓ

Ｆ
Ｃ
で
の
教
育
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
掘
り
起
こ

し
て
も
ら
っ
て
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
と
に
か
く
「
や
ば
い
も
の
」
に
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
す
ご
く
ワ
イ
ル
ド
な
プ
ラ
ン
を
考

え
て
い
て
、
超
面
白
く
な
る
予
定
で
す（
笑
）。
こ
れ

が
学
部
教
育
で
の
一
つ
の
モ
デ
ル
に
な
り
日
本
の
大
学

を
卒
業
す
る
多
く
の
人
に
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
埋
め

込
み
、
そ
し
て
そ
れ
と
と
も
に
専
門
教
育
お
よ
び
大
学

院
で
専
門
家
を
大
量
に
育
て
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

Ataka and Company
5+1 projects

風の谷

with 日本航空

ビッグデータレポート

データサイエンス

授業の教科書化

supported by Japan Airlines

景気の可視化を目指す / supported by Yahoo Japan

メンバーは各チームに分かれる

都市化以外の未来のオルタナティブを創る日本のデータサイエンス教育の雛形へ

データサイエンス教育の根本的テコ入れ

データの可視化
大量のデータを可視化するには？

NEW

入れ替わる予定

【図１：安宅研究会で進めているプロジェクト】
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先
生
の
ご
経
歴
と
学
生
時
代
の
応
援
指
導
部
で
の

思
い
出
に
つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

幼
稚
舎
に
入
学
し
、
普
通
部
、
塾
高
を
経
て
商
学
部

に
進
学
し
ま
し
た
。
僕
は
応
援
指
導
部
の
主
将
で
し
た

が
、
他
に
も
準
体
育
会
の
ホ
ワ
イ
ト
ベ
ア
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
ク
ラ
ブ
や
ス
キ
ー
同
好
会
の
リ
ー
ベ
ン
に
も
所
属

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
三
六
五
日
毎
日
動
き
回
っ
て

い
ま
し
た
ね
。
他
団
体
と
掛
け
持
ち
し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
ル
ー
ル
は
な
か
っ
た
し
、
先
輩
た
ち
に
も
ど
ん

ど
ん
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
ほ
う
が
い
い
と
言
わ

れ
て
い
た
の
で
、
様
々
な
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
応
援
指
導
部
は
い
ろ
い
ろ
な
人
と
付
き
合
う

こ
と
が
仕
事
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
二
年
生
の
と
き

に
は
日
吉
に
あ
る
応
援
指
導
部
の
部
室
に
、
第
二
木
曜

日
の
昼
休
み
に
体
育
会
の
各
部
か
ら
二
年
生
が
一
人
ず

つ
集
ま
っ
て
き
て
、
勝
手
に
「
は
ば
た
け
二
年
の
会
」

と
い
う
会
を
作
り
ま
し
た
。
日
吉
に
は
三
、四
年
生
が

い
な
い
た
め
、
二
年
だ
け
で
集
ま
っ
て
上
級
生
に
た
い

す
る
不
満
を
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
所
詮
、
自
分
の
部

に
戻
る
と
「
は
い
！
」
し
か
言
わ
な
い
素
直
な
下
級
生

で
し
た
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
の
か
と
い
う

と
、
お
互
い
の
活
動
を
知
っ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
こ
で

友
だ
ち
に
な
っ
て
試
合
を
観
に
行
っ
た
り
す
る
き
っ
か

け
づ
く
り
を
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
な
か
に
は
二
年

生
で
も
試
合
に
出
て
い
る
部
員
も
い
た
の
で
、
彼
ら
の

試
合
を
観
に
行
き
た
い
と
思
い
、
早
慶
戦
全
試
合
の
勝

敗
表
を
作
っ
た
り
、
早
慶
戦
の
予
定
を
全
部
み
ん
な
で

共
有
し
た
り
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
練
習
が
あ
っ
て
な

か
な
か
観
に
行
け
な
い
ん
で
す
ね
。
な
ぜ
練
習
時
間
を

動
か
し
て
、
友
だ
ち
の
試
合
を
観
に
行
か
な
い
ん
だ
ろ

う
と
感
じ
ま
し
た
。
四
年
生
に
な
っ
て
練
習
の
時
間
を

あ
る
程
度
操
作
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
「
何
月
何
日
の

日
曜
日
に
〇
〇
部
の
早
慶
戦
が
あ
る
か
ら
、
練
習
時
間

を
午
前
中
に
し
て
練
習
が
終
わ
っ
て
か
ら
み
ん
な
で
試

合
を
観
に
行
こ
う
」
と
時
間
を
調
整
し
た
こ
と
も
い
い

思
い
出
で
す
。

基
本
的
に
友
だ
ち
の
試
合
を
観
に
行
く
、
友
だ
ち
を

応
援
す
る
、
あ
る
い
は
友
だ
ち
に
試
合
を
観
に
来
て
も

ら
う
、
応
援
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
が
体
育
会
の
基

本
で
、
そ
う
い
っ
た
体
育
会
の
あ
り
方
が
慶
應
の
大
き

な
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。
運
動
部
だ
け
で
固
ま
り
周
囲

の
友
人
に
影
響
を
与
え
な
い
の
な
ら
ば
、
他
の
大
学
に

行
け
ば
い
い
。
慶
應
で
は
体
育
会
の
学
生
が
体
育
会
以

外
の
学
生
と
友
だ
ち
に
な
る
こ
と
で
、
友
だ
ち
が
こ
ん

な
勉
強
や
研
究
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
ん
で
す
。
体
育
会
の
友
だ
ち
が
試
合
に
出
る
と
い
う

と
「
俺
、
観
に
行
く
よ
」
と
言
っ
て
体
育
会
で
は
な
い

学
生
が
そ
の
友
だ
ち
を
誘
っ
て
試
合
に
来
て
く
れ
る
ん

で
す
ね
。
こ
う
し
た
関
係
性
が
構
築
で
き
る
こ
と
が
、

慶
應
の
体
育
会
の
あ
る
べ
き
姿
だ
と
僕
は
思
っ
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
体
育
会
の
学
生
ば
か
り
で
集

団
を
つ
く
り
、
そ
れ
も
同
じ
部
の
部
員
だ
っ
た
り
と
い

う
光
景
を
み
る
と
、「
慶
應
ら
し
く
な
い
」
と
強
く
感

じ
ま
す
。
人
と
の
つ
な
が
り
を
作
れ
な
い
人
は
塾
生
ら

し
く
な
い
と
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
昔
は
そ
ん
な
言
葉

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
自
分
と
違
う
生
い
立

ち
や
違
う
環
境
の
人
間
と
大
学
時
代
に
知
り
合
っ
て
、

切
磋
琢
磨
す
る
。
そ
こ
で
生
涯
の
友
だ
ち
を
つ
く
る
。我が指定席、早慶戦 3塁側スタンド。

学生にとって、教員はどこか遠い存在だ。しかし、そんな教員にも学生だった時代がある。
一体どのような学生生活を送り、それは、その後の人生にどのような影響を与えたのだろうか。
今回は、村林裕政策・メディア研究科教授に若かりし頃を振り返ってもらった。
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Ｃ
を
見
て
い
る
と
福
澤
先
生
の
考
え
方
に
当
て
は
ま
る

も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。「
Ｓ
Ｆ
Ｃ
は
慶
應
に
あ
ら

ず
」
と
言
う
人
も
い
る
け
れ
ど
、
我
こ
そ
は
慶
應
だ
と

胸
を
張
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。
時
折
話
題
に
あ
が

る
他
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の
比
較
の
必
要
性
は
全
く
無
い

と
僕
は
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が

勝
っ
て
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
負
け
る
か
と
い
う
議
論

は
、
全
く
意
味
が
な
い
の
で
す
。
二
連
覇
し
た
野
球
部 慶應愛溢れる村林先生のネクタイは、塾旗の配色だ。

慶
應
の
体
育
会
の
学
生
は
体
育
会
以
外
の
学
生
に
応

援
し
て
も
ら
っ
た
り
、
応
援
す
る
歓
び
を
与
え
た
り
す

る
こ
と
も
大
切
な
役
割
で
す
。
三
年
生
、
四
年
生
に
な

れ
ば
自
分
の
友
達
が
試
合
に
出
て
活
躍
し
て
い
る
姿
を

見
る
こ
と
が
最
高
に
面
白
く
な
り
ま
す
。
そ
の
歓
び
を

持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
た
め
に
応
援
指
導
部
や

慶
早
戦
支
援
委
員
会
が
あ
る
し
、
慶
應
ス
ポ
ー
ツ
や
放

送
研
究
会
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
そ
こ
を
支
え
る
仕

組
み
が
あ
り
ま
す
。
僕
の
学
生
時
代
か
ら
続
い
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
す
ご
い
で
す
よ
ね
。
目
立
た
な
い
ま
さ

に
縁
の
下
の
力
が
、
体
育
会
や
早
慶
戦
を
支
え
て
い
る

こ
と
を
も
っ
と
伝
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。
同
じ

キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
る
な
ら
で
き
れ
ば
親
し
く
な
っ
た
ほ

う
が
い
い
し
、
で
も
親
し
く
な
ら
な
く
て
も
い
い
。
い

ま
頑
張
っ
て
い
る
あ
の
選
手
が
自
分
の
同
級
生
だ
と
い

う
そ
う
い
う
意
識
で
い
い
。
そ
の
感
覚
を
も
っ
て
大
学

生
活
を
送
れ
ば
、
こ
の
先
四
十
年
後
、
五
十
年
後
も
楽

し
い
と
思
う
。
体
育
会
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
研
究
の
世

界
で
誇
れ
る
同
級
生
が
い
る
こ
と
も
同
じ
こ
と
で
す
。

仲
間
の
成
功
を
喜
ん
で
、
仲
間
の
失
敗
を
蔑
ま
な
い
の

が
慶
應
と
い
う
大
学
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｓ
Ｆ
Ｃ
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
Ｓ
Ｆ
Ｃ
こ
そ
が
慶
應
」。
福
澤
先
生
の
考
え
方
や
本

来
の
慶
應
義
塾
の
考
え
方
を
勉
強
す
る
と
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
が

そ
れ
を
最
も
実
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｆ

の
河
合
主
将
は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
学
生
で
す
ね
。
つ
ま
り
Ｓ
Ｆ

Ｃ
の
誇
り
だ
と
思
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
し

た
、
山
縣
さ
ん
、
高
桑
さ
ん
、
立
石
さ
ん
、
土
居
さ
ん
、

棟
朝
さ
ん
の
こ
と
を
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
誇
り
だ
と
感
じ
る
こ

と
っ
て
素
敵
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の

武
藤
君
を
応
援
で
き
る
喜
び
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。
Ｓ
Ｆ

Ｃ
に
は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
素
晴
ら
し
さ
が
あ
る
よ
う
に
日
吉
、

三
田
、
信
濃
町
そ
れ
ぞ
れ
に
素
晴
ら
し
さ
が
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
に
友
人
が
い
て
、
う
ら
や
ま
な
い
。
そ
れ
が
慶

應
ら
し
さ
と
考
え
ま
す
。

村林 裕
（むらばやし・ゆたか）
政策・メディア研究科教授
専門は、スポーツビジネス

文：清水 拓磨 
写真：遠藤 隆太

あ
る
い
は
「
あ
の
世
界
に
は
こ
ん
な
人
も
い
た
な
」
と

思
い
出
し
て
、
な
に
か
が
あ
っ
た
と
き
に
連
絡
を
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
慶
應
と
い
う
学

校
の
特
徴
で
す
。い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
て
い
い
ん
で
す
。

僕
が
学
生
の
頃
、
応
援
指
導
部
の
部
長
は
有
名
な
石

川
忠
雄
先
生
（
故
・
慶
應
義
塾
長
）
で
し
た
。
石
川
さ

ん
はM

r.K
EIO

で
す
か
ら
内
部
進
学
と
て
っ
き
り

思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
外
部
か
ら
受
験
し
て
慶

應
に
入
学
さ
れ
た
と
知
り
ま
し
た
。
僕
は
幼
稚
舎
か
ら

慶
應
で
す
。
石
川
さ
ん
は
私
に「
き
み
、外
部
か
ら
入
っ

て
き
た
学
生
に
慶
應
を
好
き
に
さ
せ
る
と
い
う
義
務
が

あ
る
。
慶
應
が
好
き
に
な
る
よ
う
に
な
る
の
は
き
み
次

第
だ
。
だ
か
ら
、
き
み
の
周
り
の
人
間
が
慶
應
を
好
き

に
な
ら
な
か
っ
た
ら
、
き
み
の
せ
い
だ
」
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
つ
ま
り
「
自
分
が
こ
れ
だ
け
慶
應
が
好
き

な
の
は
、
大
学
に
入
っ
て
か
ら
出
会
っ
た
内
部
進
学
者

に
い
い
友
だ
ち
が
い
て
、
彼
ら
の
お
か
げ
で
い
ま
の
自

分
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

僕
の
同
期
の
野
球
部
に
は
後
藤
寿
彦
君
（
現
在
野
球

部
の
卒
業
生
団
体
三
田
倶
楽
部
会
長
）
と
い
う
三
冠
王

を
と
っ
た
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
が
い
ま
す
。
彼
は
岐
阜
高

校
の
出
身
で
す
が
、
内
部
外
部
を
問
わ
ず
た
く
さ
ん
の

友
人
が
い
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
一
人
が
私

で
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
空
手
部
、
剣
道
部
、
ラ
グ

ビ
ー
部
の
主
将
は
外
部
出
身
者
で
す
が
、
体
育
会
以
外

の
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
を
も
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
い

い
内
部
進
学
の
友
だ
ち
を
も
っ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
で
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で

す
か

僕
ら
の
時
代
は
野
球
で
三
連
覇
し
ま
し
た
。
優
勝
パ

レ
ー
ド
で
ゴ
ミ
拾
い
を
し
た
の
も
い
い
思
い
出
で
す
。

い
ま
と
や
り
か
た
が
違
っ
て
、
昔
は
パ
レ
ー
ド
の
一
番

う
し
ろ
に
ト
ラ
ッ
ク
が
あ
っ
て
、
ゴ
ミ
を
全
部
拾
い
ま

し
た
。
ゴ
ミ
拾
い
部
隊
が
あ
っ
て
、
一
年
生
の
と
き
に

僕
は
そ
れ
に
選
ば
れ
て
「
な
ぜ
僕
が
？
」
と
文
句
を

言
っ
た
と
こ
ろ
、
四
年
生
か
ら
光
栄
だ
と
思
え
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
そ
う
言
わ
れ
て
も
い
や
は
い
や
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
い
や
な
こ
と
、
き
つ
い
こ
と
を
一

緒
に
し
た
上
級
生
の
こ
と
は
今
で
も
好
き
な
先
輩
で

す
。
不
思
議
な
も
の
で
す
ね
。

一
番
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
一
年
生
の
夏
合

宿
で
す
ね
。
応
援
指
導
部
は
た
く
さ
ん
走
り
ま
す
。
決

め
ら
れ
た
時
間
の
間
は
全
員
が
走
っ
て
い
な
く
て
は
な

ら
な
か
っ
た
の
で
、
足
の
遅
い
部
員
よ
り
も
速
い
部
員

の
ほ
う
が
、結
果
と
し
て
走
る
距
離
が
長
か
っ
た
で
す
。

夏
合
宿
の
と
き
は
白
樺
湖
を
周
回
し
て
い
ま
し
た
が
、

僕
は
真
面
目
に
速
く
走
っ
て
い
た
の
で
、
遅
く
走
っ
て

い
た
部
員
よ
り
も
長
い
距
離
を
走
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
遅
く
走
っ
て
い
る
部
員
に
対
し
て
、
僕
は
ず
る
い

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
四
年
生
に
「
ず
る
い

で
す
よ
。
な
ん
で
僕
は
一
生
懸
命
走
っ
て
い
る
の
に
遅

い
部
員
よ
り
も
長
く
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

か
？
」
と
言
っ
た
ら
「
じ
ゃ
あ
お
前
、
明
日
か
ら
手
を

抜
い
た
ら
ど
う
だ
？
」
と
言
わ
れ
て
「
そ
れ
は
で
き
な

い
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
い
ま
か
ら
四
十
年
近

く
前
の
会
話
だ
け
れ
ど
、
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す

ね
。「
あ
い
つ
よ
り
俺
の
ほ
う
が
一
生
懸
命
や
っ
て
い

る
の
に
」
と
考
え
る
と
ず
る
い
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
自
分
も
手
を
抜
き
た
い
か
と
言
わ
れ

る
と
そ
れ
は
違
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
し
て
、
そ
の
ず
る

し
て
い
る
人
が
だ
め
か
と
い
う
と
そ
ん
な
こ
と
は
な
く

て
、
そ
い
つ
に
は
そ
い
つ
の
す
ご
い
部
分
が
あ
る
の
で

す
。
そ
の
と
き
に
ず
る
し
た
や
つ
は
今
で
は
四
十
年
来

の
大
親
友
で
す（
笑
）。
ず
る
い
と
感
じ
る
こ
と
、
つ

ま
り
人
と
比
較
し
て
も
意
味
は
な
い
ん
で
す
ね
。

さ
っ
き
も
言
い
ま
し
た
が
、
慶
應
に
は
い
ろ
い
ろ
な

人
が
い
ま
す
。
僕
の
よ
う
に
応
援
指
導
部
で
頑
張
っ
て

い
る
人
も
い
れ
ば
、
勉
強
や
研
究
に
熱
心
に
取
り
組
む

人
も
い
ま
す
。
だ
か
ら
四
年
間
を
自
分
の
周
り
の
人
間

と
だ
け
過
ご
し
て
い
た
ら
だ
め
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

関
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
僕
は
思
い
ま

す
。
例
え
ば
体
育
会
の
学
生
同
士
だ
け
で
仲
良
く
し
て

い
て
も
意
味
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
体
育
会
の
学
生
が

頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
他
の
学
生
が
「
あ
い
つ
頑

張
っ
て
い
る
ん
だ
な
」
と
か
「
あ
い
つ
は
す
ご
い
な
」

と
思
わ
せ
る
こ
と
が
、
彼
ら
の
役
割
だ
と
僕
は
思
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
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青
春
時
代
に
は
詩
集
の
よ
う
な
も
の
も
良
く
読
ん

だ
。
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
上
田
敏
に
よ
る
訳
詞

集
の
『
海
潮
音
』
だ
。
翻
訳
を
す
る
、
と
い
う
作
業
を

通
じ
て
こ
と
ば
の
奥
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
、
今
読
ん
で

も
、
優
美
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
世
界
だ
。

宮
沢
賢
治
の
『
春
と
修
羅
』
は
自
分
の
世
界
観
を
決

定
的
に
形
作
っ
た
書
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
特
に
序
文

に
あ
る
「
わ
た
く
し
と
い
ふ
現
象
は　

仮
定
さ
れ
た
有

機
交
流
電
燈
の　

ひ
と
つ
の
青
い
照
明
で
す　
（
あ
ら

ゆ
る
透
明
な
幽
霊
の
複
合
体
）　

風
景
や
み
ん
な
と
い

つ
し
よ
に　

せ
は
し
く
せ
は
し
く
明
滅
し
な
が
ら　

い

か
に
も
た
し
か
に
と
も
り
つ
づ
け
る　

因
果
交
流
電
燈

の　

ひ
と
つ
の
青
い
照
明
で
す　
（
ひ
か
り
は
た
も
ち　

そ
の
電
燈
は
失
は
れ
）」
と
い
う
一
文
（
失
礼
し
て
青

空
文
庫
に
あ
る
も
の
を
カ
ッ
ト
ペ
ー
ス
ト
し
ま
し
た
）

を
初
め
て
読
ん
だ
時
の
納
得
感
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
イ

ギ
リ
ス
で
十
代
前
半
を
過
ご
し
た
自
分
が
、
全
く
意
識

も
せ
ず
、
知
識
も
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
に
、
仏
教
的
世

界
観
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

未
だ
に
法
華
経
と
い
う
の
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
の
だ

が
、
き
っ
と
良
い
こ
と
が
書
い
て
あ
る
に
違
い
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

一
応
、
そ
ん
な
多
感
な
高
校
生
だ
っ
た
の
で
、
哲
学

書
な
ど
も
読
ん
で
み
た
。
中
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、デ
カ
ル
ト
の
『
方
法
序
説
』
だ
。
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ

た
高
校
一
年
の
成
績
の
中
で
、
こ
の
本
に
つ
い
て
書
い

た
レ
ポ
ー
ト
だ
け
が
高
評
価
だ
っ
た
の
で
圧
倒
的
な
好

意
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
余
計
な
裏
話
だ
。「
我

思
う
、
故
に
我
在
り
」
と
い
う
セ
リ
フ
で
有
名
な
こ
の

本
は
、
人
間
の
存
在
、
世
界
の
認
識
な
ど
を
数
学
者
な

ら
で
は
の
精
緻
さ
で
論
じ
て
い
る
。
人
工
知
能
の
発
展

な
ど
で
、
人
間
の
知
性
や
人
格
の
存
在
な
ど
に
つ
い
て

改
め
て
考
え
る
上
で
、
こ
の
本
を
読
ん
だ
の
が
今
で
も

役
に
た
っ
て
い
る
。
ほ
か
の
哲
学
書
に
比
べ
て
コ
ン
パ

ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
も
嬉
し
い
。

本
稿
を
終
わ
る
前
に
、
一
冊
だ
け
、
研
究
の
過
程
で

め
ぐ
り
あ
っ
た
専
門
外
の
本
を
紹
介
さ
せ
て
ほ
し
い
。

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
レ
ー
バ
ー
の
『
負
債
論‒

貨
幣
と
暴

力
の5000

年
』で
あ
る（
酒
井
隆
史
訳,

以
文
社,2016

年
）
で
あ
る
（
國
領
が
実
際
に
読
ん
だ
の
は2011

年

に
刊
行
さ
れ
た
原
著
）。
専
門
外
な
の
で
学
問
的
な
評

価
は
で
き
な
い
の
だ
が
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
以
来
の
市

場
経
済
を
、
貨
幣
を
媒
体
と
す
る
物
々
交
換
の
進
化
系

と
し
て
と
ら
え
る
考
え
方
に
対
し
て
、
文
化
人
類
学
的

に
は
そ
も
そ
も
物
々
交
換
が
根
幹
と
な
る
よ
う
な
社
会

は
存
在
し
た
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
指
摘
を
す
る
同
著

の
前
提
の
議
論
は
目
か
ら
鱗
だ
っ
た
。
言
わ
れ
て
見
れ

ば
そ
う
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
え
る
し
、
そ
の
視
点

か
ら
見
る
と
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
未
来
が
全
く
異
な
っ
て

見
え
て
く
る
。
グ
レ
ー
バ
ー
は
、
資
本
主
義
の
現
状
を

批
判
す
る
「
オ
キ
ュ
パ
イ
（
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
）

運
動
」
の
理
論
的
背
景
を
提
供
し
て
い
る
学
者
と
さ
れ

て
い
て
、
先
入
観
な
く
読
ま
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思

い
な
が
ら
読
み
始
め
た
の
だ
が
、
読
み
終
わ
っ
た
と
こ

ろ
で
は
、
逆
に
な
ぜ
人
々
が
反
資
本
主
義
で
こ
れ
ほ
ど

盛
り
上
が
る
か
に
つ
い
て
、
理
解
の
レ
ベ
ル
が
数
段
上

が
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。
何
よ
り
（
小
難
し
い
話
を
置

い
て
お
い
て
）
常
識
の
よ
う
に
信
じ
て
い
た
こ
と
を

あ
っ
さ
り
と
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
小
気
味
良
さ
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
る
本
で
、
自
分
も
い
つ
か
こ
ん
な
本
を
書
い

て
み
た
い
も
の
よ
、
と
思
っ
た
。
す
ぐ
に
は
で
き
そ
う

に
な
く
、
自
分
の
修
行
の
足
ら
な
さ
も
感
じ
た
次
第
で

あ
る
。

書
き
終
わ
っ
て
み
て
、
や
は
り
自
分
の
身
の
上
話
の

よ
う
な
文
章
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。読
み
返
し
て
み
て
、

自
分
の
中
で
変
わ
ら
ず
関
心
を
持
ち
続
け
て
き
た
柱
の

部
分
と
、
人
生
の
局
面
の
展
開
に
従
っ
て
変
わ
っ
て
き

た
部
分
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
偉
そ
う
な
こ
と
は
何
も

言
え
な
い
無
節
操
な
読
書
人
生
だ
っ
た
が
、
一
点
だ
け

学
生
諸
君
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
深
く
て
重

た
い
本
（
こ
こ
で
紹
介
し
た
中
で
は
『
戦
争
と
平
和
』

と
か
）
は
読
む
の
に
も
体
力
が
い
る
の
で
、
早
め
に
読

ん
で
お
く
と
い
い
と
い
う
こ
と
だ
。
良
い
本
を
読
ん
だ

思
い
出
は
必
ず
何
十
年
も
体
の
中
に
残
っ
て
、
忘
れ
た

こ
ろ
に
ひ
ょ
っ
こ
り
戻
っ
て
、
皆
さ
ん
を
支
え
て
く
れ

る
は
ず
だ
。

う
っ
か
り
「
私
の
推
薦
図
書
（
た
だ
し
専
門
書
以

外
）」
と
い
う
ご
依
頼
を
気
軽
に
受
け
て
、
書

く
段
に
な
っ
て
、
こ
れ
は
自
分
自
身
の
人
間
性
を
さ
ら

け
出
す
大
変
な
こ
と
だ
と
慌
て
な
が
ら
書
き
始
め
て
い

る
。
名
著
の
類
よ
り
も
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
本
ば

か
り
思
い
浮
か
ん
で
、
自
分
が
あ
ん
ま
り
大
し
た
人
間

で
は
な
い
よ
う
に
思
え
て
く
る
。
専
門
書
や
論
文
誌
は

も
ち
ろ
ん
読
む
し
、
そ
の
面
で
は
領
域
横
断
性
を
重
視

す
る
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
い
て
、
そ
れ
な
り
の
幅
で
読
ん
で
い
る

の
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
日
常
で
は
、
三
木
谷
さ
ん
に
い

た
だ
い
たKobo

に
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
日
曜
日
に
ご
ろ
寝
し
な
が
ら
読
む
と
い
っ
た
と
こ

ろ
が
私
の
最
近
の
密
か
な
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
。
犬

村
小
六
の
『
飛
空
士
』
シ
リ
ー
ズ
や
、
有
川
浩
さ
ん

の
『
図
書
館
戦
争
』
シ
リ
ー
ズ
、
上
橋
菜
穂
子
の
『
守

り
人
』
シ
リ
ー
ズ
（
上
橋
さ
ん
の
本
は
ず
い
ぶ
ん
沢
山

読
ん
だ
）
な
ど
を
次
々
と
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
る
う

ち
に
何
百
冊
も
格
納
可
能
な
端
末
が
あ
ふ
れ
て
し
ま
っ

た
。ゲ
ー
ム
の
原
作
系
の
も
多
い
し
、コ
ミ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
る
の
も
多
い
の
だ
が
、
ノ
ベ
ル
形
式
で
読
む
の
が

性
に
合
っ
て
い
る
。

阿
部
智
里
の
『
八
咫
烏
』
シ
リ
ー
ズ
を
読
ん
で
調
べ

て
、
阿
部
さ
ん
が
ま
だ
二
十
代
だ
と
い
う
こ
と
に
び
っ

く
り
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の
フ
ァ

ン
タ
ジ
ッ
ク
な
話
が
好
き
な
の
は
、十
代
の
こ
ろ
に
Ｊ
・

Ｒ
・
Ｒ
・
ト
ー
ル
キ
ン
の
『
ホ
ビ
ッ
ト
の
冒
険
』
を
読

ん
で
夢
中
に
な
っ
て
以
来
の
こ
と
の
よ
う
な
気
が
す

る
。
ホ
ビ
ッ
ト
の
物
語
は
の
ち
の『
指
輪
物
語
』シ
リ
ー

ズ
に
つ
な
が
っ
て
、
そ
ち
ら
の
方
が
有
名
な
の
だ
が
、

未
だ
に
ホ
ビ
ッ
ト
の
素
朴
さ
の
方
が
好
き
だ
。

ノ
ベ
ル
で
は
な
い
が
、日
本
の
古
代
史
系
も
好
き
で
、

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
梅
原
猛
の
『
隠
さ
れ
た
十
字
架

‒

法
隆
寺
論
』
な
ど
も
高
校
時
代
に
夢
中
に
な
っ
て
読

ん
だ
記
憶
が
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
荻
原
規
子
の

『
勾
玉
』
シ
リ
ー
ズ
も
と
て
も
面
白
か
っ
た
。
歴
史
系

の
本
に
つ
い
て
は
、
専
門
の
方
は
恐
ら
く
い
ろ
い
ろ
ご

意
見
が
あ
る
の
だ
と
思
う
の
で
、
知
的
な
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
と
し
て
「
面
白
か
っ
た
』
と
だ
け
評
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

こ
う
や
っ
て
列
挙
し
て
い
る
と
、
シ
リ
ー
ズ
も
の
が

多
い
こ
と
に
気
づ
く
。逃
避
し
た
い
心
理
な
の
だ
ろ
う
。

仕
事
が
忙
し
く
て
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状
況
に
な

る
と
、
か
え
っ
て
長
い
シ
リ
ー
ズ
を
読
み
ふ
け
り
た
く

な
る
。
そ
う
い
え
ば
、
高
校
の
こ
ろ
（
成
績
悪
く
て
真

剣
に
進
級
が
心
配
に
な
っ
て
い
た
）
に
、
期
末
試
験
の

た
び
に
、
レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
戦
争
と
平
和
』
や

ら
、『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
な
ど
の
長
編
を
読
み

始
め
て
止
ま
ら
な
く
て
困
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

女
性
視
点
の
物
語
に
惹
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の
も
、

自
分
の
特
徴
の
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
も
若
い
頃
か
ら
の

傾
向
で
、
初
め
て
英
語
で
本
格
的
な
小
説
を
読
み
切
っ

た
の
が
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ブ
ロ
ン
テ
の
『
ジ
ェ
ー
ン
・

エ
ア
』
だ
っ
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
物
語
の
後
ろ

に
大
き
な
社
会
構
造
や
、
宗
教
観
、
女
性
観
な
ど
の
変

化
が
見
え
る
社
会
派
の
小
説
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
あ
ま

り
考
え
ず
に
単
に
主
体
性
を
持
ち
な
が
ら
道
を
選
び

取
っ
て
い
く
主
人
公
に
魅
力
を
感
じ
て
読
ん
で
い
た
。

自
分
が
特
に
女
性
に
理
解
が
あ
る
人
間
と
は
思
い
難
い

が
、
な
ぜ
か
冒
険
も
の
で
す
ら
、
女
性
作
家
の
も
の
を

気
に
入
る
傾
向
が
あ
る
。
男
性
作
家
で
男
性
主
人
公
の

物
語
で
も
、能
動
的
な
女
性
が
出
て
く
る
こ
と
が
多
い
。
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界
で
あ
る
が
、「
驚
異
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
な
ぜ

か
「
共
感
」
も
し
て
し
ま
う
。

逆
に
、
か
つ
て
あ
れ
ほ
ど
好
き
だ
っ
た
村
上
春
樹
や

太
宰
治
を
読
ま
な
く
な
っ
た
（
と
い
う
か
読
め
な
く

な
っ
た
）
の
は
、
特
に
前
者
に
は
「
共
感
」
を
、
後
者

に
は「
驚
異
」を
感
じ
な
く
な
っ
た
か
ら
か
。
歳
を
と
っ

て
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。

と
、
こ
こ
ま
で
書
い
て
き
て
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
の

二
重
性(

二
面
性
？)

の
話
が
、
米
原
万
理
の
『
ガ
セ

ネ
ッ
タ
＆
シ
モ
ネ
ッ
タ
』
の
中
に
も
あ
る
こ
と
を
思
い

出
し
た
。
米
原
と
同
業
の
通
訳
者
に
は
ダ
ジ
ャ
レ
の
達

人
が
多
い
と
い
う
の
だ
が
、
そ
れ
は
言
葉
の
意
味
を
正

確
に
把
握
し
、
移
し
替
え
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
通
訳

者
が
、
意
味
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
惹
か
れ
る
か
ら

で
は
な
い
か
と
い
う
。

な
る
ほ
ど
、
無
関
係
な
事
物
が
音
だ
け
で
結
び
つ
け

ら
れ
る
こ
と
の
意
外
さ
が
、
ダ
ジ
ャ
レ
の
面
白
さ
だ
ろ

う
。
そ
し
て
だ
か
ら
こ
そ
、
下
手
な
ダ
ジ
ャ
レ
は
蔑
ま

れ
る
こ
と
に
な
る
。
米
原
は
十
年
以
上
前
に
亡
く
な
っ

て
い
る
し
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
が
書
か
れ
た
の
は
さ
ら
に

前
の
こ
と
だ
か
ら
、
今
で
も
同
じ
か
ど
う
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、
ダ
ジ
ャ
レ
を
言
う
こ
と
は
、
言
葉
に
深
く
関

わ
る
通
訳
者
が
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
上
で
必
要
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
て
み
る
と
、「
驚
異
」
と
ダ
ジ
ャ
レ
は
、
日

ご
ろ
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
意
味
で
固
定
化
し
た
現
実
か

ら
離
れ
る
、
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ダ
ジ
ャ
レ
な
ん
ぞ
を
持
ち
上
げ
て
ど
う
す

る
、
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
人
は
古
く

か
ら
語
呂
合
わ
せ
で
縁
起
を
担
い
で
き
た(

不
苦
労
と

か
、
４
と
９
を
避
け
る
と
か
）
の
だ
か
ら
、
ダ
ジ
ャ
レ

に
も
現
実
を
超
越
す
る
力
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

若
松
英
輔
に
よ
る
と
、
意
味
の
か
た
ま
り
で
あ
る
コ

ト
バ
が
、文
字
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
の
が
言
葉
だ
と
い
う
。

自
然
を
前
に
し
て
大
い
に
畏
怖
す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う

に
、コ
ト
バ
は
文
字
の
形
を
取
る
と
は
限
ら
な
い
。『
生

き
る
哲
学
』
に
は
、
こ
う
し
た
コ
ト
バ
が
、
文
字
に
よ

ら
な
い
芸
術
作
品
や
日
常
生
活
、
あ
る
い
は
日
々
の
行

い
と
し
て
立
ち
現
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
哲
学
を

生
き
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

そ
う
考
え
る
と
、短
歌
に
お
け
る
「
驚
異
」
も
ダ
ジ
ャ

レ
も
、
コ
ト
バ
と
か
か
わ
る
特
殊
な
文
字
の
働
き
な
の

で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、「
読
書
は
世
界
を
広
げ
る
か

ら
大
事
」
だ
と
い
わ
れ
る
の
も
、
一
つ
は
こ
の
た
め
な

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
は
こ
じ
つ
け
が
過
ぎ
る
だ

ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
と
も
か
く
、
こ
れ
も
ま
た
自
分
の
愛

読
書
と
い
え
る
つ
げ
義
春
の
『
貧
困
旅
行
記
』
の
中
の

「
蒸
発
旅
日
記
」
や
、最
近
読
ん
だ
能
町
み
ね
子
の
『
逃

北 

つ
か
れ
た
と
き
は
北
へ
逃
げ
ま
す
』
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
少
な
く
と
も
私
に
と
っ
て
の
読
書
と
は
、「
世

界
を
広
げ
る
」
と
い
っ
た
立
派
な
も
の
で
は
な
く
、
た

だ
の
現
実
逃
避
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。

両
書
は
い
わ
ゆ
る
旅
行
記
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
い

て
、
逃
げ
た
先
で
実
際
に
生
活
す
る
こ
と
を
夢
想
す
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
た
に
生
き
る
場
を
求
め
る
思

い
は
切
実
で
あ
る
の
に
、
結
局
は
そ
こ
に
も
い
ら
れ
な

い
。
そ
し
て
、
自
分
に
も
少
し
前
ま
で
そ
う
い
う
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
、
ど
こ
か
知
ら
な
い
と
こ
ろ
に
行
く
と
、

そ
こ
で
暮
ら
す
こ
と
を
よ
く
想
像
し
て
い
た
の
で
あ

る
。さ

ら
に
後
書
に
つ
い
て
は
、「
逃
北
」
と
い
う
語
呂

合
わ
せ
に
も
「
共
感
」
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
と
い

う
の
も
、こ
こ
で
自
分
が
取
り
上
げ
た
作
品
や
書
籍
は
、

北
国
出
身
者
に
よ
る
も
の
な
ど
、
北
の
方
と
関
係
の
あ

る
も
の
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。
今
や
毛
嫌
い
し
て
い
る

村
上
春
樹
だ
っ
て
、
北
海
道
を
舞
台
と
し
た
『
羊
を
め

ぐ
る
冒
険
』を
、か
つ
て
何
度
も
読
み
返
し
た
も
の
だ
っ

た
。そ

も
そ
も
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
の
が
北
海
道

の
、
そ
れ
も
か
な
り
北
の
端
の
方
で
、
と
い
う
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
私
に
と
っ
て

の
読
書
は
、「
逃
北
」
に
他
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
う
い
う
わ
け
で
く
れ
ぐ
れ
も
推
薦
す
る
わ
け
で
は
な

い
け
れ
ど
、
自
分
に
も
似
た
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
、

と
思
わ
れ
た
方
が
い
た
ら
、
以
上
の
本
を
ど
う
ぞ
手
に

取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

増田 真也
看護医療学部教授
専門は、心理学（健康心理学、
コミュニティ心理学、リスク心理学）

歌
人
か
つ
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
有
名
な
穂
村
弘

の
、『
短
歌
と
い
う
爆
弾　

今
す
ぐ
歌
人
に
な

り
た
い
あ
な
た
の
た
め
に
』
に
よ
る
と
、
短
歌
が
人
を

感
動
さ
せ
る
要
素
に
は
、「
共
感
」
と
「
驚
異
」
の
二

つ
が
あ
る
と
い
う
。「
共
感
」
と
は
「
そ
の
気
持
ち
わ

か
る
！
」
と
い
う
一
種
の
「
あ
る
あ
る
」
で
、
例
と
し

て
石
川
啄
木
ら
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
孤
独
、
郷
愁
、

恋
愛
の
よ
う
な
、
誰
の
心
に
も
潜
む
思
い
は
「
共
感
」

に
至
り
や
す
く
、
か
つ
甘
美
な
の
で
あ
る
。

一
方
、「
驚
異
」
は
世
界
を
覆
そ
う
と
す
る
も
の
で
、

「
人
は
生
き
延
び
る
た
め
の
本
能
か
ら
「
共
感
」
を
求

め
て
し
ま
う
け
れ
ど
、
驚
異
が
な
く
な
っ
た
瞬
間
世
界

は
更
新
さ
れ
な
く
な
り
、
そ
れ
は
滅
び
に
向
か
っ
て
い

く
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
だ
」
と
ま
で
言
い
放
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、本
来
無
関
係
な
事
物
が
結
び
つ
い
て
、

意
外
性
や
新
奇
性
が
生
じ
る
こ
と
が
「
驚
異
」
に
は
含

ま
れ
る
。
例
え
ば
穂
村
に
は
、「
サ
バ
ン
ナ
の
象
の
う

ん
こ
よ
聞
い
て
く
れ
だ
る
い
せ
つ
な
い
こ
わ
い
さ
み
し

い
」
と
い
う
短
歌
が
あ
っ
て
、
意
味
と
い
う
点
で
は
全

く
荒
唐
無
稽
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
い
て
妙
に
心
に

響
く
の
で
あ
る
。

た
だ
し
穂
村
は
、「
共
感
」
だ
け
で
も
「
驚
異
」
だ

け
で
も
優
れ
た
歌
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
。「
共
感
」

性
の
高
い
啄
木
の
歌
に
も
「
驚
異
」
は
あ
る
し
、
切
な

さ
や
こ
わ
さ
を
「
象
の
う
ん
こ
」
に
叫
ぶ
気
持
ち
も
わ

か
る
（
人
は
い
る
）
の
だ
。
そ
う
考
え
る
と
、
こ
の
こ

と
が
短
歌
だ
け
に
あ
て
ま
る
の
で
は
な
い
こ
と
も
わ
か

る
。「

愛
読
書
」
や
「
推
薦
図
書
」
と
い
う
お
題
か
ら
私

が
思
い
浮
か
べ
た
作
品
に
は
、や
は
り
「
共
感
」
と
「
驚

異
」
の
二
つ
が
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
に
欠
け
た
も

の
が
心
に
残
っ
た
り
、
も
う
一
度
読
み
た
い
と
思
っ
た

り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
う
い
っ
た

点
か
ら
、他
人
に
お
薦
め
す
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、

自
分
の
嗜
好
に
適
っ
て
き
た
本
に
つ
い
て
、
思
い
つ
く

ま
ま
に
書
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
す
る
。

私
は
特
に
短
歌
が
好
き
な
わ
け
で
も
、
詳
し
い
わ
け

で
も
な
い
け
れ
ど
、
短
歌
に
は
五
七
五
七
七
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
、「
共
感
」
と
「
驚
異
」
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
原
則
や
制
約
が
あ
る
こ

と
が
重
要
な
の
だ
。
笹
公
人
の
『
念
力
家
族
』
な
ど
は
、

か
つ
て
絶
賛
さ
れ
た
だ
け
あ
っ
て
「
お
っ
」
と
思
う
よ

う
な
短
歌
が
続
出
す
る
。

自
身
の
短
歌
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、『
ポ
ケ
ッ
ト
に

名
言
を
』
に
は
、
寺
山
修
司
が
惹
か
れ
た
と
い
う
映
画

の
セ
リ
フ
や
小
説
の
フ
レ
ー
ズ
が
満
載
で
あ
る
。
寺
山

は
「
花
に
嵐
の
た
と
え
も
あ
る
さ　

さ
よ
な
ら
だ
け
が

人
生
だ
」
が
、
自
身
に
と
っ
て
の
初
め
て
の
名
言
で
あ

る
と
い
う
。
こ
れ
は
井
伏
鱒
二
が
訳
し
た
「
勧
酒
」
と

い
う
漢
詩
の
一
部
な
の
だ
が
、
私
に
と
っ
て
の
人
生
訓

に
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

種
田
山
頭
火
の
自
由
律
俳
句
も
昔
か
ら
好
き
だ
っ

た
。
代
表
作
の
『
草
木
塔
』
は
、
青
空
文
庫
で
手
に
入

る
の
で
、
ス
マ
ホ
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
今
も
た
ま
に

読
ん
で
い
る
。
自
己
嫌
悪
と
自
己
愛
の
激
し
い
せ
め
ぎ

あ
い
は
、
吐
き
出
す
よ
う
な
言
葉
に
す
る
し
か
な
い
の

だ
ろ
う
。
つ
ま
り
私
に
と
っ
て
は
、
定
型
で
あ
る
こ
と

が
重
要
な
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

柳
田
国
男
の
『
遠
野
物
語
』
と
知
里
幸
恵
の
『
ア
イ

ヌ
神
謡
集
』
も
、
青
空
文
庫
の
お
か
げ
で
常
備
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
現
代
人
か
ら
見
る
と
は
る
か
遠
く
の
世

File07
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[ 詳細 ]　KEIO SFC REVIEW のイメージをつくる役割を担っています。各記事を担当する編集委員と調整したり、イ
ンタビュイーの伝えたいことを紙面内で伝えやすくするためのイラストなどを作成したり、それに合った写真を撮りま
す。読みやすい記事を作るためには、自分の描きたいデザインができないシーンも出てきます。そういったシーンで
もデザインができる人を求めています。

ロゴデザイン（64号 :2017 年 8月より使用） ブラッシュアップさせたロゴデザイン（68号 :2019年 3月より使用）

ブランドカラーの制定（試行）

REVIEW CORE ORANGE

REVIEW TRUST ORANGE REVIEW TRUST BLACK

REVIEW TRUST CREAM

KEIO SFC REVIEW 編集委員募集

REVIEW LIGHT PINK

C8.63 / M80 / Y99.2 / K17 C78 / M72 / Y70 / K40

C15.7 / M63.7 / Y72.1 / K0

C10 / M6.73 / Y25.1 / K0

C8.63 / M80 / Y99.2 / K0

　カラー化に伴って、わたしたちの表現の幅は広がりました。しかしそれは REVIEW という軸をブレさせる原因にもなり
ます。REVIEW という存在をみなさんの心の中にイメージしやすくするためにも、この度ブランドカラーを制定し、連載記
事や REVIEW であることを認識させる場で活用していこうと考えております。

　KEIO SFC REVIEW は学生主体で編集を行っています。
　今年も KEIO SFC REVIEW を支えてくれる編集委員を募集しています。詳細は以下の通りです。

企画・編集

デザイン・レイアウト（写真撮影・広報兼担）

[ 詳細 ] KEIO SFC REVIEW の根幹となる文章を書く役割を担っています。基本的に２人１組になってインタビューを
行い、文字起こしを経て、レイアウトや編集長等と調整後、定められた文字数の中で記事を書いていきます。
雑誌作りに興味のある人や SFC が好きな人、SFC をもっと知りたい人を募集します。
[ その他 ] ある程度経験を積んだ後、編集長や副編集長として、一冊全体を見通して一つのストーリーを作る役割をお
願いすることもあります。

編集委員から 総合政策学部 遠藤 隆太（2018年春～レイアウト・デザイン担当）

　67 号と 68 号のレイアウト・デザイン、一部の記事編集、全体の編成の企画と本誌の広報を
担当してきました。編集委員が非常に少なく、REVIEW を優先して生活を送るときもありまし
たが、キャンパス内で面白そうに自分の携わった号を読んでいる人を見ると、やりがいを感じま
す。REVIEW は、他の編集委員の伝えたいことやインタビュイーが伝えたいこと、さらに関わっ
てくださる全員の想いが伝えられるようなデザインを意識し、記事を作るというなかなかできな
い経験ができる場だと思います。キャンパス内で会ったら、ぜひ気軽に声をかけてくださいね。

REVIEW TRUST GREY
C10.6 / M9.78 / Y10.3 / K2

ロゴデザインの一部修正

編集部よりお知らせ

学
期
半
ば
　
キ
ャンパス
の
賑
わ
い
　
ポ
ケ
モン
ば
か
り

環
境
情
報
学
部    

４
年    

ま
な
み
ん
さ
ん

ま
だ
い
た
の
？
　
い
つ
ま
で
続
く
　
旧
学
則

環
境
情
報
学
部    

４
年    

ま
な
み
ん
さ
ん

バス
に
乗
り
　
行
き
着
く
先
は
　
近
未
来

環
境
情
報
学
部    

４
年    

木
田
　
雄
貴
さ
ん

Ｓ
Ｆ
Ｃ
　
行
く
の
は
年
１
　
ガ
イ
ダ
ンス

健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
　
匿
名

川
柳

　KEIO SFC REVIEW は、慶應義塾大学湘南藤沢学会を母体とする SFC の公式広報誌です。2000 年発行の 7 号からは学
生が主体となって編集しています。一昨年に 8 月には 2008 年 3 月より使用してきたロゴマークを一新しました。2017 年
発行の 64 号からは紙面を全面カラー化しました。
　しかし近年、本誌の認知度の低迷や編集委員の不足など複数の問題が生じてきました。一度「REVIEW」という存在を見
直し、原点に立ち返り、足並みを揃えなくてはならない。さらに読者の方々に説明もなしにはじめたカラー化とロゴデザイ
ンの変更を改めて説明しなくてはならない。私たちはそう考えました。
　今回 68 号より使用するロゴデザインは、64 号より使用しているロゴデザインと大きな違いはありません。64 号から使
用しているロゴの斬新さや視認性をそのままにしつつ、中央に流れる線のデザインを一部変更することといたしました。左
側の線を短くし、右側の線を長く、さらに曲がりかたを柔らかくすることで、「REVIEW」を通して、読者へより親しみや
すい情報を、そしてなにより SFC らしい「未来感」のある情報を提供するといった意味を込めました。

SFC 川柳

たくさんのご応募ありがとう
ございました。編集部で選定
させていただきました4作品
を掲載いたします。
次号も掲載いたしますので
奮ってご応募ください！

http://gakkai.sfc.keio.ac.jp/survey7/

※

学
年
は
投
稿
時

問い合わせ・応募はkeio-sfc-review@sfc.keio.ac.jpまで



皆さま、68 号をお手に取っていただき誠にあり
がとうございます。

はじめに発行日が遅れましたこと、お詫び申し上
げます。

今号の企画案は SFC に新しくウェットコテージ
が開設された事を取り上げたいと思ったところから
始まりました。そして SFC バイオを特集として組
むことになり、KEIO SFC REVIEW 編集部は鶴岡
にある先端生命科学研究所に、史上初めて遠距離の
取材に行くことになりました。

鶴岡はバイオ関連の研究、企業が有名ですが、研
究所とまちがしっかりとしたつながりをもち、その
つながりがまちに活気をもたらしました。このキャ
ンパスとまちの関係の変遷は大変興味深いものでし
た。鶴岡タウンキャンパスについて聞いたことがな
い、行ったことがないという人も本号を手に取り、
鶴岡について知っていただけたらと思います。

慶應義塾大学では理工学部でもバイオを学ぶこと
ができますが、だからこそ今号を読んで SFC でバ
イオを学ぶ意義について考えていただけたらと思い
ます。

最後にご協力いただきました教員、学生、職員の
方々に深く御礼申し上げます。
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